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明
治
二
二
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ

技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1

摘
要

鳥
取
県
・
岡
山
県
に
ま
た
が
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
を
め
ぐ
つ
て
は
、
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
に
士
木
技
師
・
小
田
川
全
之
森
路
測
量
を
行
っ
た
こ
と

が
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
や
「
岡
山
県
史
』
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
っ
た
本
稿
の
目
的
は
、
鳥
取
県
日
野
町
の
近

藤
家
文
書
を
史
料
に
用
い
て
、
こ
の
小
田
川
に
ょ
る
線
路
測
量
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
陰
陽
連
絡
鉄
道
、
小
田
川
全
之
、
鳥
取
県
、
岡
山
県
、
線
路
測
量

は
じ
め
に

中
国
山
地
を
越
え
て
鳥
取
・
岡
山
両
県
を
結
ぶ
鉄
道
は
、
山
陰
・
山
陽
両
地
域

を
結
ぶ
こ
と
か
ら
陰
陽
連
絡
鉄
道
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、

岡
山
県
津
山
市
の
立
石
家
に
は
「
自
岡
山
至
津
山
、
自
津
山
至
倉
吉
、
自
倉
吉
至

米
子
、
鉄
道
建
築
費
予
算
」
、
「
自
岡
山
至
古
畢
自
高
梁
至
米
子
、
鉄
道
建
築
費

予
算
」
と
い
う
二
種
類
の
鉄
道
建
設
の
予
算
書
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
複
製
が

{
1
)

岡
山
県
立
記
録
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ち
ま
た

こ
れ
ら
は
美
作
の
自
由
民
権
家
・
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
立
石
岐
(
西
西
条

山
陰
研
究
(
第
七
号
)
二
0
一
四
年
十
二
月

て

郡
二
宮
村
、
現
津
山
市
)
が
県
内
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
携
わ
る
中
で
所
持
・
使
用

し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
予
算
書
は
二
種
類
と
も
活
版
印
刷
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
末
尾
に
は
同
様
に
、
「
右
ハ
明
治
廿
二
年
八
月
備
作
伯
三
国
ノ
有
志
者
発
起
シ
私

設
鉄
道
ノ
建
設
ヲ
計
リ
、
一
兀
帝
国
工
業
会
社
技
師
工
学
士
小
田
川
全
之
氏
ヲ
聰
シ

実
地
ヲ
踏
査
測
量
ノ
上
起
算
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、

二
種
類
の
予
算
書
の
作
成
に
は
小
田
川
と
い
う
人
物
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

力
るさ

て
、
鳥
取
・
岡
山
両
県
に
ま
た
が
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
側
で
比
較
的
進
ん
で
い
る
。
鉄
道
敷
設
法
公
布
(
一
八
九
二
年
六
月
)

後

に
県
全
域
で
展
開
さ
れ
る
官
談
道
誘
致
運
動
の
構
図
と
各
路
線
の
概
要
は
、
「
岡

沼
本

(
松
江
市
史
料
編
室

し)
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明
治
三
年
の
陰
陽
連
額
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

山
県
史
』
に
収
録
さ
れ
た
一
八
九
0
年
代
前
半
の
各
路
線
の
陳
情
書
類
、
お
よ
び

同
県
史
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
在
間
宣
久
氏
の
研
究
成
果
な
ど
に
ょ
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
ま
た
、
近
年
で
は
、
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
鉄
道
建
造
物
も
素

材
と
し
た
、
小
西
伸
彦
氏
に
ょ
る
県
北
・
美
作
に
焦
点
を
当
て
た
地
域
鉄
道
史
の

3

研
究
も
進
ん
で
い
る
。ま

さ
ゆ
き

し
か
し
、
小
田
川
全
之
に
ょ
る
線
路
測
量
に
つ
い
て
は
、
第
一
議
会
(
一
八
九

、し

一
年
二
月
)
に
提
出
さ
れ
た
「
山
陽
道
岡
山
市
ヨ
リ
美
作
国
津
山
及
山
陰
道
伯
耆

国
倉
吉
ヲ
経
テ
同
米
子
二
至
ル
鉄
道
布
設
ノ
請
願
」
(
鉄
道
博
物
館
所
蔵
)
の
中
に

記
述
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
や
『
岡
山
県
史
』
な
ど
が

4
)

小
田
川
に
つ
い
て
触
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
か

つ
て
筆
者
は
、
「
鉄
道
敷
陛
成
立
以
前
の
山
陰
地
域
に
お
け
る
鉄
道
敷
釜
動
」

(
『
山
陰
研
究
』
第
三
号
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
0
 
-
 
0

年
。
以
下
で
は
、
前
稿
と
略
記
)
に
お
い
て
、
主
に
新
聞
史
料
を
用
い
て
当
時
の

山
陰
地
域
(
鳥
取
・
島
根
両
県
)
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
解
明
を
試
み
た
が
、

小
田
川
の
行
動
は
断
片
的
に
し
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
後
筆
者
は
鳥
取
県
日
野
町
の
近
藤
家
文
書
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
が
、
同
家
文
書
の
中
に
一
八
八
九
年
の
小
田
川
全
之
の
線
路
測
量
に
関
す
る
史

料
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
近
藤
家

文
書
を
用
い
て
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
一
八
八
九
年
の
小
田

川
全
之
に
ょ
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
線
路
実
測
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

{
5
〕る

。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
を
め
ぐ
る
鳥
取
・
岡
山
両
県

有
志
者
の
活
発
な
交
流
に
つ
い
て
指
摘
し
た
が
、
今
回
新
た
に
一
次
史
料
を
用
い

る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
あ
り
よ
う
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
0

第
一
節
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
の
各
路
線
と
小
田
川
全
之

第
一
章
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
問
題

最
初
に
一
八
八
九
年
(
明
治
二
二
)
に
お
け
る
鳥
取
・
岡
山
両
県
を
結
ぶ
陰
陽

連
絡
鉄
道
計
画
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
山
陰
両
県
の

新
聞
史
料
を
も
と
に
山
陰
地
域
の
鉄
道
敷
設
運
動
の
実
態
解
明
を
試
み
た
。
そ
れ

に
ょ
る
と
、
鳥
取
県
に
お
い
て
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
実
現
に
向
け
た
動
き
が
地
域
で

本
格
化
す
る
の
は
同
年
か
ら
で
あ
り
、
次
に
示
す
①
S
⑤
の
路
線
に
鉄
道
計
画
が

持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
ま
ず
は
そ
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
た
い
。

①
米
子
S
根
雨
S
玉
島
間
(
通
称
「
玉
米
線
」
、
「
乙
線
」
)

②
米
子
S
根
雨
S
勝
山
S
津
山
S
 
〔
備
前
・
播
磨
方
面
〕
間
。
(
通
称
「
国
道
線
」
)

③
米
子
S
倉
吉
S
津
山
S
 
〔
備
前
・
播
磨
方
面
〕
間
。
(
通
称
「
甲
線
」
)

④
鳥
取
S
智
頭
S
佐
用
S
与
井
間
。

⑤
鳥
取
S
若
桜
S
姫
路
間
。

こ
れ
ら
の
計
画
は
六
月
頃
か
ら
各
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て
い
く
が
、
全
て
第
一
次

鉄
道
熱
の
中
で
起
こ
っ
た
私
鉄
計
画
で
あ
る
ま
ず
、
①
は
「
玉
米
線
」
と
呼
ば

れ
、
備
中
を
南
北
に
貫
き
鳥
取
県
西
部
の
日
野
郡
な
ど
を
経
て
米
子
に
至
る
も
の

で
、
現
在
の
J
R
伯
備
線
に
近
い
計
画
で
あ
る
。
②
は
津
山
か
ら
西
へ
旧
出
雲
街

道
沿
い
に
勝
山
S
美
甘
S
新
庄
S
四
十
曲
峠
S
根
雨
な
ど
を
経
由
し
て
米
子
に
至

る
も
の
で
、
「
国
道
線
」
と
呼
ば
れ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、

玉
米
線
(
①
)
と
国
轟
(
②
)
の
二
路
線
の
禽
点
が
根
雨
盲
野
郡
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
0

そ
し
て
、
 
3
は
津
山
か
ら
近
世
の
伯
耆
往
来
(
津
山
往
来
と
も
)
を
経
て
倉
吉



米
子
へ
と
向
か
う
ル
ー
ト
で
、
最
大
の
難
所
は
県
境
の
人
形
仙
付
近
で
あ
る
。
以

下
、
本
稿
で
は
③
を
倉
吉
線
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
④
は
坂
根
・
影
石
な
ど
の
美

作
東
部
・
吉
野
郡
の
各
地
を
経
由
し
、
上
郡
近
辺
の
与
井
(
兵
庫
県
)
に
至
る
路

線
で
あ
る
。
最
後
の
⑤
の
計
画
は
岡
山
県
内
を
経
由
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
留
の
山
陽
側
の
起
点
地
に
つ
い
て
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、

『
山
陰
新
聞
』
の
記
述
か
ら
②
で
は
和
気
、
③
で
は
岡
山
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、

『
山
陽
新
報
』
を
見
る
と
、
津
山
以
南
の
山
陽
側
の
起
点
地
を
め
ぐ
る
需
(
岡
山

和
気
・
久
崎
・
姫
路
な
ど
)
は
年
末
に
か
け
て
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

よ
っ
て
、
筆
者
の
前
稿
で
の
見
解
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
津
山

以
南
の
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
動
向
を
充
分
に
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
小
田
川
全
之
は
、
幕
臣
小
田
川
彦
一
の
長
男
と
し
て
一
八
六
一
年
(
文

久
元
)
に
生
ま
れ
、
一
八
八
三
年
に
工
部
大
学
校
土
木
科
を
卒
業
し
た
士
木
技
術

者
で
あ
る
。
東
京
府
な
ど
で
士
木
行
政
に
従
事
し
た
の
ち
、
一
八
九
0
年
か
ら
は

古
河
財
閥
の
足
尾
銅
山
で
士
木
事
業
を
管
掌
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
九
0
九
年

に
は
足
尾
鉄
道
株
式
会
社
を
創
立
し
て
自
ら
取
締
役
と
な
り
、
ま
た
、
後
年
に
は

古
河
財
閥
の
幹
部
と
し
て
銅
山
・
銀
行
・
合
名
会
社
な
ど
の
経
営
に
も
携
わ
る
な

ど
、
士
木
技
術
者
・
実
業
家
の
両
面
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
(
一
九
一
五
年
に

{
6
〕

工
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
一
九
三
三
年
没
)
。

古
河
財
閥
に
入
る
直
前
の
小
田
川
の
経
歴
は
、
各
種
人
物
事
典
等
で
も
不
明
な

点
が
多
い
が
、
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
線
路
実
測
を
行
っ
た
一
八
八
九
年
当
時
、
小
田

＼
＼

川
は
帝
国
工
業
会
社
に
所
属
す
る
技
師
で
あ
っ
た
。
帝
国
工
業
会
社
と
は
一

{
7
)

七
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
建
需
負
会
社
で
あ
る
。
同
社
の
株
式
募
集
広
告
に
ょ

る
と
、
資
本
金
は
一
 
0
0
万
円
で
、
「
日
本
帝
国
内
二
起
ル
処
ノ
士
木
建
築
(
即
チ

鉄
道
工
事
、
築
港
、
埋
立
、
堀
割
、
運
河
、
浚
櫟
、
道
路
開
雙
家
屋
、
楼
閲

建
造
)
等
ノ
受
負
ヲ
本
業
」
と
し
て
い
た
。

本
稿
で
こ
の
あ
と
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
小
田
川
全
之
は
§
の
線
路

実
測
に
係
わ
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
^
S
^
の

計
画
を
め
ぐ
つ
て
地
域
の
有
志
者
は
対
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
で
も
本
稿
の

冒
頭
で
紹
介
し
た
鉄
道
建
設
予
算
書
に
あ
る
二
つ
の
計
画
は
、
後
述
す
る
よ
う
に

「
甲
線
」
・
「
乙
線
」
と
し
て
特
に
激
し
く
対
立
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
九

年
七
旦
二
日
に
鳥
取
県
米
子
で
開
催
さ
れ
た
伯
耆
有
志
懇
親
会
に
お
い
て
、

1

(
「
乙
」
論
)
を
主
張
す
る
伯
耆
西
部
二
郡
(
日
野
・
会
見
)
と
、
③
(
「
甲
」
論
)

を
主
張
す
る
伯
耆
東
部
四
郡
(
汗
入
・
八
橋
・
久
米
・
、
河
村
)
の
地
域
対
立
が
顕

(
9
)

在
化
す
る
そ
の
際
の
「
甲
乙
」
両
派
に
ち
な
ん
で
、
③
は
「
甲
線
」
、
①
は
「
乙

線
^
と
も
呼
ぱ
れ
た
。
小
田
川
は
こ
う
し
た
競
合
す
る
路
線
の
実
測
を
短
期
問
の

う
ち
に
一
人
で
手
が
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
本
稿
で
主
な
史
料
と
し
て
用
い
る
近
藤
家
文
書
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ

て
お
き
た
い
。
近
藤
家
は
鳥
取
県
日
野
郡
根
雨
(
現
日
野
町
)
の
旧
家
で
あ
る
。

安
永
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
代
々
た
た
ら
製
鉄
業
を
営
み
、
そ
の
規
模
は
中
国

地
方
屈
指
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
家
は
所
有
す
る
広
大
な
山
林
を
、
鉄
山
林
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
家
庭
用
木
炭
製
造
、
植
林
、
さ
ら
に
は
木
材
乾
溜
、
酢
酸
製
造

と
い
っ
た
化
学
工
業
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
、
地
域
の
産
業
・
経
済
を
主
導
し
て

(
川
〕

き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
に
登
場
す
る
五
代
目
・
一
昌
八
郎
は
、
幕
末
S
明
治
初
年
に
大
庄
屋
日
野

郡
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
指
導
的
立
場
に
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

そ
れ
は
郡
内
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

明
治
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
鞭
路
の
実
地
県
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

(
8
)

第
二
節
近
藤
家
所
蔵
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
関
係
史
料
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明
治
二
二
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

そ
し
て
、
現
在
、
近
藤
家
文
書
は
鳥
取
県
立
公
文
書
館
に
「
一
時
預
か
り
」
と

(
Ⅱ
〕

い
う
形
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
近
藤
家
文
書
の
う
ち
、
本
稿
で
史
料
と
し
て
用
い

る
の
は
、
文
書
番
号
三
二
七
番
の
「
明
治
弐
十
弐
年
、
鉄
道
布
設
之
件
二
付
書
類

在
中
」
、
お
よ
び
三
二
八
番
の
「
廿
二
年
九
月
、
鉄
道
事
件
書
入
」
と
い
う
一
ハ
ハ

九
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
に
関
す
る
二
つ
の
袋
入
り
の
史
料
群
で
あ
る
。
【
表
1
】

は
三
二
七
・
一
三
一
八
に
収
納
さ
れ
て
い
る
史
料
一
点
ご
と
の
概
要
を
一
覧
表
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
近
藤
家
文
書
に
つ
い
て
、
引
用
し
た

史
料
の
典
拠
を
示
す
際
に
は
、
噐
1
ー
と
い
っ
た
形
で
、
【
表
1
】
に
あ
る
仮
番
号

を
用
い
る
こ
と
と
す
る
0

【
表
1
】
に
あ
る
史
料
の
点
数
の
大
半
は
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
写
し
を
除

い
て
、
近
藤
喜
八
郎
・
窪
田
柳
七
郎
・
近
藤
恭
治
の
三
名
の
い
ず
れ
か
に
送
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
こ
で
は
日
野
郡
で
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
お
け

る
三
名
の
立
場
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
近
藤
喜
八
郎
は
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
同
家
の
第
五
代
目
当
主
で
あ
る
。
地
域
の
り
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
彼
は

七
月
二
八
日
の
日
野
郡
懇
親
会
で
、
同
郡
の
鉄
道
問
題
に
関
す
る
役
員
の
委
員
長

2

に
選
ば
れ
て
い
る
。
鉄
道
に
関
す
る
情
報
は
郡
内
外
か
ら
彼
宛
て
に
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
次
に
、
窪
田
柳
七
郎
は
近
藤
家
の
製
鉄
業
な
ど
の
経
営
に
携
わ
る
同
家
の

(
B
〕

使
用
人
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
藤
恭
治
は
根
雨
宿
外
一
七
ケ
村
宿
戸
長
で
あ
り
、

彼
は
先
述
の
日
野
郡
懇
親
会
に
お
い
て
は
、
一
一
名
の
委
員
の
中
の
一
人
に
選
ぱ

れ
て
い
る
。

【
表
1
】
を
見
る
と
、
窪
田
柳
七
郎
と
近
藤
恭
治
の
二
名
は
、
郡
外
の
有
志
者
か

ら
多
数
の
情
報
(
書
簡
)
を
得
る
一
方
で
、
近
藤
喜
八
郎
に
対
し
て
頻
繁
に
情
報

を
届
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
つ
て
日
野
郡
で

は
、
委
員
長
・
近
藤
喜
八
郎
の
統
轄
の
も
と
、
窪
田
と
近
藤
恭
治
の
二
名
は
郡
外

地
域
と
の
窓
口
役
・
交
渉
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
一
節
玉
米
線
に
つ
い
て

玉
米
線
を
め
ぐ
つ
て
は
、
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
六
月
二
二
日
付
の
記
事

「
備
中
国
浅
口
郡
玉
島
通
信
(
本
月
二
十
一
日
発
)
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
年

六
月
頃
か
ら
備
中
南
部
・
浅
口
郡
の
板
谷
九
郎
(
県
議
)
・
辻
英
一
(
県
議
)
・
三

宅
最
平
ら
が
実
現
に
向
け
て
動
き
だ
す
な
ど
、
地
域
で
の
動
き
が
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
る
0

他
方
で
、
瀬
戸
内
海
に
航
路
を
も
つ
大
阪
商
船
株
式
会
社
は
こ
の
頃
、
玉
島
S

新
見
間
の
交
通
と
貨
物
の
状
況
を
調
査
し
て
い
る
大
阪
商
船
は
航
路
と
併
行
す

る
山
陽
鉄
道
線
路
の
延
伸
に
備
え
て
、
各
地
で
「
汽
船
と
汽
車
と
の
関
係
」
を
取

第
二
章
線
路
実
測
に
至
る
背
景
 
1
各
路
線
の
動
向
1

鉄
道
事
業
に
お
い
て
線
路
を
調
査
・
測
量
す
る
こ
と
は
計
画
の
基
礎
で
あ
り
、

そ
の
後
の
経
営
の
前
提
と
も
な
る
重
要
事
項
で
あ
る
。
ま
た
、
鉄
道
会
社
創
立
出

願
の
際
に
は
略
図
や
営
業
上
の
収
支
概
算
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
制
度
上
の
要
件

(
私
設
鉄
道
条
例
)
で
も
あ
り
、
線
路
実
測
を
行
う
こ
と
自
体
は
特
別
な
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
一
八
八
九
年
の
鳥
取
・
岡
山
両
県
に
お
け

る
事
例
が
興
味
深
い
の
は
、
対
立
・
"
肌
合
す
る
複
数
の
路
線
の
実
測
を
、
小
田
川

全
之
と
い
う
一
人
の
技
師
が
短
期
間
の
う
ち
に
手
が
け
て
い
る
点
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
近
藤
家
文
書
や
岡
山
県
の

『
山
陽
新
報
』
の
記
事
も
踏
ま
え
て
、
前
章
で
示
し
た
§
の
陰
陽
連
絡
線
の
各

計
画
の
動
向
を
改
め
て
整
理
し
、
そ
れ
ら
が
線
路
実
測
に
至
っ
た
背
景
に
迫
り
た

0

し、
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【表 1】

仮番号

近藤家文

J干3!1曳

327-1

・同328番に収められている史料の一覧327番

表題年代 内六

明治弐十弐年鉄
道布設之件二付書
類在中、近藤

(8月29日頃?) 近藤君ノ意

(窪田柳七郎宛、
9月26日午後8時

池田稲夫霄簡)

(近藤恭治宛、辻
明治22年9月19日武十郎・旦蘭治郎

書簡)

( 8月29日頃?) 柳七郎君ノ意

(8月29日頃?) 問勝瀬君ノ意

(8月29日頃?) 内田氏ノ意

(近藤御大人宛、
8月29日

近藤恭治書簡)

八月廿九日夜美作
8月29日

有志者へ答エシ意

327-2

紙袋明治22年

封書

327-3

状

封霄

封

327-4

327-5

327-6

327ーフ

327-8

封霄

状

状

状

罫紙

日野郡での玉米線・国道線問題に対する考え。

国道線実測の結果について。 9月28日の津山での
集会に向けた対策について。倉吉線の動向、東伯勝山からの郵便
4郡の動きについて。その他。

線路実測の状況(人形仙「再測」ほか)、「岡山会
議」の模様について。

日野郡での玉米線・国道線問題に対する考え。

日野郡での玉米線・国道線問題に対する考え。

日野郡での玉米線・国道線問題に対する考え。

美作西部有志者との国道線についての恊議(8月
29印に向けての考え。

8月29日、根雨での美作西部有志者との恊議にお
ける、日野郡有志者の回答(国道線鉄道計画、東
京から技師を雇っての線路実測について)。

米子~淀江~御来屋~下市~赤崎~由良~倉吉~
山陽鉄道支線美国境~津山問の鉄道建設の予明細霄。
伯鉄道興業費予総計250万円。米子~倉吉問、13里30町32問5

尺。倉吉~津山問、「凡」 15里。

(近藤御大人宛、 8月29日の美作西部有志者との恊謎の状況報告。
窪田柳七郎霄簡)玉米線・国道線問題に対する対応、について。

{先般の岡山での四ケ国有志鉄道会議の状況(美作
吊'から出席した委員、会見郡から出席した大塚誠太

郎・門脇重雄について)

(近藤御大人宛、 8月29日の美作西部有志者との協;詫の状況報告。
近藤恭治霄簡)玉米線・国道線問題に対する対応について。

(近藤御大人宛、美作西部より来県した池田稲夫・八木近平らの根
近藤恭治、n扮雨での動静、その対応について。

(門脇重雄・大塚誠①玉米線に関する岡山県内での動き、②玉米線実
太郎宛、辻英一・現に向けた見通し、③備前・備中・美作三国有志
板谷九郎俳簡写し)者による集会について。

(門脇重雄宛、香備前・備中・美作三国有志者の集会の趣旨・概要、
川真一書簡写し) 9月10日の岡山での会合への案内。

{'盲"玉米線問題、日野郡の状況にっいての問い合わせ。

(近藤喜ノ憩"宛、八木小田川技師の動向について(19日米子着、 20日よ
近平・畑信好書簡)り国道線実測)。

(近藤喜八郎宛、境港より国道線を経由し播磨に達する計画につぃ
八木近平書簡)て、境港で5名より証霄を得たこと。その他。

(大近藤宛、窪田陰陽連絡鉄道計画に関する境港・米子の有志者の
柳七郎霄簡) 動向について。

会見郡境港の西久平ほか4名による覚霄(境~姫
路閻鉄迫開設の理由を了承。発起人となり、請願
杏に調印する)の写し。

327-9

創立委員10名のー も.、

通信所4ケ所、設計費
に関する記載あり。

会見郡渡村からの郵便。

米子からの郵便。

327-19、 327-20、 327・

21の3通は紙繕で一括。

「大近藤」は近藤喜ノ敬"
のことと思われる。

設計委員大岡熊次
郎・八木近平・光木勇
蔵宛て。

328の史料・群を収納す
る紙袋

状

327-10 罫紙綴明治22年8月

津山~倉吉問の実測状況報告、所感。国道線実測
倉吉からの郵便

に向けた準備要請。

i ~刈口問の一測状況報圃、所感0 国道線実測倉士からの郵便

こ→、オナ、、,、,__~、.、徳尾野精一は江尾宿外
, 19ケ村戸長。
調製の件について。

小田川技師一行の倉吉到着後の動向 a5日、橋津ひ士、.
港行きなど)、その後の予定。閣口"

溝口宿に出向いた際の「手違の幾」について問い小田川技師の到着の遅れ
合わせ。 によるものと思われる。

国道線実測に際して、昨日の溝口宿での小田川技 328-7封霄は、328-
師の不着について。鉄道に関する溝口・二部での 6の封書の中に収納さ
動きについて。その他。 れている
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327-11

327・]2 封霄 9月]4日午後

状

327-13

8月30日

327・]4

状

327 15 罫紙綴明治22年8月29日

備考

327の史制・群を収納す
る紙袋

8月30日

状 8月29日

327-16 罫紙綴明治22年8月29日

327-17 封書

327-18 葉霄

勝山からの郵便。封箭の
差し出し名は辻のみ。
と旦はともに勝山の人物。

窪田柳七郎

勝瀬八郎治

内田定太郎?

「近藤御大人」は近藤喜
八郎。

来県者は池田稲夫・依
田新五郎・近藤某・ハ
木近平。

墨杏。津山町の鉄道設
計事務所が作成したも
のの可能性がある。

327-19

明治22年8月9日

明治22年9月19日
午後7時50分

Ⅱ月17日夜

327-20

状

327-21 罫紙明治22年H月16日記

状

9月17日午後2時

11月18日

328-]

328-2

紙袋明治22年

328-3

封霄
明治22年9月14日
午前9時発

明治22年9月]4日
午前9時発

9月16日午後口時
半

明治22年9月15日
午前3時発

9月17 (?)日

328-4

封霄

封筒憂「従岡山、池田
稲夫」。鉄道以外の内容
の書飾を]通同封。

328-5

封霄

廿二年九月鉄道
事件霄入根雨宿

(近藤恭治・窪田
柳七郎宛、八木近
平霄簡)

(近藤喜八郎宛、
八木近平書簡)

(近藤喜八郎宛、
徳尾野精一簡)

(近藤滞台・窪田柳七
郎宛、八木近平書樹

(窪田柳七郎宛、
生田専平治霄簡)

(生田喜平治宛、
徳尾野精一杏簡)

328-6

葉霄

328-フ

明
治
二
二
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)



明
治
一
年
の
陰
陽
連
額
綴
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

い

鳥
つ

山
に

津
頼

・
依

山
力

岡
協

、
ヘ

向
画

動
計

の
士

師
会

技
道

川
鉄の

小
家

、
つ
、
王

か
藩

向
旧

に
各

乍
の
 
0

美
取
て

道
篠

失
、
し

町
宛
写

階
所
簡

ゴ
務
番
)

山
事
令
目

聿
計
憲
通

C
設
野
3

調
べ
て
い
た
が
、
玉
島
S
新
見
間
で
の
調
査
は
地
域
で
の
玉
米
線
実
現
に
向
け
た

(
M
)

動
き
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
旧
岡
山
藩
士
で
大
阪
商
船

{
亜

の
重
役
で
あ
る
河
原
信
可
も
一
累
・
玉
島
地
方
へ
直
々
に
赴
い
て
い
る
。

七
月
に
な
る
と
、
板
谷
と
辻
は
玉
米
線
の
計
画
に
つ
い
て
、
米
子
(
二
二
日
)

で
会
見
・
日
野
両
郡
有
志
者
と
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
島
根
県
松
江
(
二
四
日
頃
?
)

玲

を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
旦
二
日
の
米
子
で
の
伯
耆
有
志
眼
墾
=
に
合
わ
せ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
懇
親
会
で
の
「
甲
線
」
・
「
乙
線
」
を
め
ぐ
る
地
域
対
立
は

第
一
章
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
懇
親
会
の
結
果
、
「
各
々
其
欲
す
る
処
に
運
動

す
る
事
と
な
り
、
即
ち
東
伯
四
郡
と
日
会
(
日
野
・
会
見
1
筆
者
注
)
両
郡
個
々

Π

に
実
地
を
調
査
し
て
鉄
道
敷
設
の
設
計
を
為
す
事
」
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
伯
耆
有
志
懇
親
会
の
結
果
を
受
け
、
玉
米
線
の
ル
ー
ト
上
に
あ
っ
た

日
野
郡
で
は
、
「
郡
の
輿
論
を
取
纏
め
運
動
の
方
針
」
を
定
め
る
た
め
、
直
後
の
七

月
二
八
日
に
同
郡
懇
親
会
が
根
雨
で
開
か
れ
て
い
る
。
八
月
四
日
付
の
『
山
陰
新

聞
』
記
事
「
日
野
郡
懇
親
会
」
に
ょ
る
と
、
懇
親
会
で
は
鉄
道
敷
設
に
向
け
た
委

員
の
選
定
と
運
動
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。
同
記
事
は
日

、し

野
郡
が
ど
の
路
線
を
支
持
し
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
あ
と
第

、し

一
一
節
で
一
尓
す
2
1
6
と
2
1
9
の
史
料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
野
郡
は
こ
の

3
 
3
 
(
玲
)

七
月
末
の
時
点
で
玉
米
線
支
持
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
玉
米
線
(
乙
線
)
の
計
画
は
七
月
の
段
階
で
、
鞭
に
お
い
て

工
疋
の
支
持
を
獲
得
し
つ
っ
あ
っ
た
。
こ
こ
で
近
藤
家
文
書
訟
1
巧
か
ら
、
玉
米

線
を
め
ぐ
る
そ
の
後
の
状
況
を
確
認
し
て
み
た
い

0

即
1
巧
】
(
文
中
の
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
)

(
前
略
)
、
過
日
一
寸
御
報
導
申
上
置
候
通
、
本
月
廿
四
日
玉
嶋
二
於
テ
備
中

全
国
郡
長
椛
熊
)
及
有
志
者
参
会
仕
、
猶
大
阪
方
難
波
二
郎
三
郎
氏
モ
来

【表 1】

仮番号

近藤家文書327番

J干3見.1; 年代

封杏明治22年9月19日328 8

328 9 封書明治22年9 村18日

・同328番に収められている史料の一覧

内容表題

(窪田柳七郎宛、実測の状況(人形仙「再測」ほか)、「岡山会議」
辻武十郎書簡)の模様、門脇・大塚の状況について。その他。

(近藤喜八郎宛、「両線測量模様」、「乙線分担金御負担」についての問
門脇重雄誓簡)い合わせ。会見郡有志会延期の件、香川上京の件。

(津山二階町鉄道
設計事務所宛、篠線路実測に向けた準備、小田川技師の動向、鉄道
野憲令書簡写し・会社設立に向けた準備について。
1通目)

(津山二階町鉄道線路実測後の鉄道会社設立の準備について a
設計事務所宛、篠主とその引受け株数の取りまとめ、②発起人の中
野憲令書簡写し・からの委員の選出、③「請願霄」(会社創立申請書)

の内容)。2通団

328-10 罫紙綴明治22年9月6日

明治22年9月4日

9月17日、根雨~板井原間においてのこと(近藤
(近藤喜八郎宛、雄四郎・近藤恭治、窪田らと面会し、「沿道手配」明治22年9月18日

米子からの郵便
八木近平書簡)や「技師延日」のことを打合せ)。小田川技師の動午後5時

向 a8日朝、倉吉発との電報あ川。

"一夘'日は米子に引き返すこと国道線への小田川技師(9月?) 18日状328 12

(窪田宛、田中三小田川技師来着に際しての有志者の集会への参加
328 13 状 9月15日

平轡簡) について。

9月10日、岡山市後楽圃鶴鳴館で開催の県下郡市懇親会の発起人は花房328 14 新聞明i口22年9月8日岡山日報
瑞連と新庄厚信有志による「大懇親会」の案内広告がある。

注]:鳥取県立公文齊館での目録番号は各袋単位(327、328 までであった。表中の仮番号とは、筆者が本稿においてどの史
料・を用いているのかを明らかにするために筆者が便宜的に設定したものであり、正式なものではない

注2:年数や元号の記載の無いものものがあるが、内容を確認、したところ、これらは全て1889年印爪台22 のものであった
注3:書簡の宛名にある「様」は省略している

328・Ⅱ葉齊

明治22年9月6日

備考

勝山からの郵便

会見郡渡村からの郵便

篠野の住所は東京芝区
柴井町20番地
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会
致
し
彼
是
協
議
仕
候
処
、
岡
山
有
志
者
二
於
而
ハ
未
夕
甲
乙
三
燮
つ
き

マ
一

可
否
ノ
意
見
工
疋
不
致
赴
二
付
、
右
二
線
共
豫
測
ヲ
終
へ
可
否
見
込
相
立
候

迄
ハ
兎
二
角
一
致
協
同
ノ
事
二
取
極
申
候
、
猶
又
大
阪
商
船
会
社
長
河
原
信

可
氏
及
ヒ
同
氏
ガ
乙
線
路
ヲ
測
量
セ
シ
メ
タ
ル
士
木
技
師
モ
来
県
ヲ
乞
ヒ
、

昨
廿
八
日
方
岡
山
二
於
テ
三
国
有
志
者
(
矧
制
N
)
参
会
致
候
、
右
測
量
図
ヲ

マ
マ
〕
?
3

モ
関
当
候
技
師
ノ
説
ニ
ハ
乙
線
ハ
十
分
布
設
ノ
見
込
相
立
候
赴
二
御
座
候
、

乍
併
此
上
ハ
甲
線
モ
一
応
豫
測
致
候
積
二
而
、
更
二
来
月
十
日
ヲ
期
し
岡
山

二
於
テ
今
一
集
会
ノ
手
筈
二
御
座
候
、
猶
今
般
三
国
有
志
者
中
二
於
テ
委
員

十
名
ヲ
撰
定
し
小
生
等
二
人
モ
末
尾
二
加
ハ
リ
、
且
当
分
ノ
内
香
川
真
一
氏

ヲ
委
員
惣
代
卜
致
し
、
右
甲
乙
覆
可
否
相
分
候
迄
ハ
運
テ
同
氏
名
儀
ヲ
以

御
通
信
可
申
上
事
二
取
極
メ
申
候
、
左
様
御
了
承
相
成
度
候
、
小
生
等
二
於

テ
モ
爾
後
決
シ
テ
思
想
相
変
候
訳
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
小
生
等
心
中
ニ
ハ
十

A

分
乙
線
路
ノ
方
利
益
卜
確
信
致
候
故
、
此
際
反
対
分
離
ハ
却
テ
不
得
策
ナ
レ

一
応
甲
線
路
豫
測
モ
終
へ
、
其
ノ
上
ニ
テ
甲
線
ハ
到
底
不
利
益
卜
相
定
リ

候
時
ハ
甲
線
論
者
田
も
十
分
満
足
シ
謹
テ
兜
ヲ
脱
キ
可
申
卜
想
像
仕
候
、
此

段
鯉
太
鞍
下
問
敷
、
就
而
ハ
此
頃
決
儀
之
項
目
、
猶
来
月
十
日
御
来
県
ノ

儀
香
川
方
御
照
会
申
上
候
筈
二
候
得
壮
へ
小
生
等
6
モ
為
念
示
後
御
景
況
ヲ

報
且
御
出
席
之
程
御
依
頼
申
上
候
甲
瞳

明
治
廿
二
年
八
月
廿
九
日

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
写
し
と
思
わ
れ
る
。
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
門
脇

は
大
塚
誠
太
郎
(
米
子
町
)
と
並
ん
で
伯
耆
西
部
・
会
見
郡
の
鉄
道
敷
設
運
動
の

中
心
的
存
在
で
あ
り
、
一
八
九
一
年
二
月
に
倉
吉
線
の
敷
設
を
帝
国
議
会
に
請
願

し
て
い
る
。
他
方
で
、
近
藤
家
文
書
2
1
9
を
見
る
と
、
門
脇
は
一
八
八
九
年
九

月
一
八
日
に
、
近
藤
喜
八
郎
に
対
し
て
「
乙
線
分
担
金
御
負
担
」
の
こ
と
を
問
い

合
わ
せ
て
お
り
、
玉
米
線
の
計
画
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
 
2
1
巧
の
内
容
は
玉
米
線
な
ど
陰
陽
連
絡
鉄
道
を
め
ぐ
る
岡
山
県
側
で

の
情
勢
で
あ
る
。
前
半
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
玉
米
線
に
関
し
て
、
八
月
二
四
日

に
山
陽
鉄
道
の
大
株
主
・
難
波
二
郎
三
郎
も
参
加
し
た
備
中
全
郡
長
と
有
志
者
の

会
議
、
八
月
三
八
日
に
は
岡
山
県
内
・
三
国
有
志
者
に
ょ
る
会
議
が
開
か
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
う
し
た
中
で
興
味
深
い
の
は
、
傍
線
部
A
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

先
に
述
べ
た
大
阪
商
船
の
河
原
や
同
社
の
も
と
で
玉
米
線
調
査
に
係
わ
っ
た
技
師

ら
と
、
地
域
の
有
志
者
が
接
触
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
板
谷
と
辻
は
、
そ
の
「
技

師
ノ
説
」
に
ょ
る
と
「
乙
線
」
は
「
十
分
布
設
ノ
見
込
相
立
」
つ
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。し

か
し
、
板
谷
と
辻
は
こ
う
し
た
玉
米
線
実
現
に
向
け
た
見
通
し
の
一
方
で
、

「
心
中
ニ
ハ
十
分
乙
線
路
ノ
方
利
益
卜
確
信
」
し
て
い
る
が
故
に
、
乙
線
の
み
な
ら

ず
競
合
す
る
甲
線
の
「
予
測
」
も
行
う
必
要
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
を
も
と
に
甲
線
が
「
到
底
不
利
益
」
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す
れ
ば
、
甲
線
論
者

は
「
十
分
満
足
シ
謹
テ
兜
ヲ
脱
」
ぐ
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
(
傍
線
部
B
)
。

こ
れ
は
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
各
計
画
が
い
ず
れ
も
中
国
山
地
を
越
え
る
難
路
な
だ

け
に
、
同
時
に
複
数
の
路
線
が
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

競
合
す
る
他
の
路
線
の
関
係
者
の
協
力
(
出
資
)
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
ゆ
え
に
、
甲
乙
両
線
の
対
立
の
決
着
は
「
十
分
満

足
シ
謹
テ
兜
ヲ
脱
キ
」
と
あ
る
よ
う
な
円
満
な
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

門
脇
重
雄
様

大
塚
誠
太
郎
様
侍
史

こ
の
訟
1
巧
の
書
簡
は
、
会
見
郡
渡
村
の
門
脇
重
雄
(
県
議
、

の
ち
に
代
議
士
)

B

明
治
三
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
墨
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

板
谷
九
郎

辻
英
一

ノ、
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明
治
亙
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

で
あ
る
。

第
二
節
倉
吉
線
・
国
道
線
に
つ
い
て

(
1
)
倉
吉
線

次
に
美
作
の
津
山
か
ら
伸
び
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

ま
ず
は
倉
吉
線
(
津
山
S
倉
吉
S
米
子
間
)
で
あ
る
。
美
作
で
の
陰
陽
連
絡
鉄
道

計
画
が
具
体
化
す
る
の
は
六
月
頃
以
降
と
思
わ
れ
る
。
『
山
陽
新
報
』
七
月
一
六
日

付
記
事
「
鉄
道
敷
設
に
閔
す
る
事
」
は
、
津
山
S
姫
路
問
の
計
画
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
0

該
敷
設
の
事
の
起
り
し
は
、
曽
て
岡
山
の
人
に
て
目
下
東
京
に
在
り
て
士
木

事
業
に
従
事
し
居
る
篠
野
憲
令
氏
方
度
々
英
田
郡
長
池
田
長
準
氏
へ
促
し
来

り
、
同
氏
よ
り
更
に
英
田
郡
有
志
者
へ
謀
り
、
尚
池
田
氏
よ
り
東
北
条
郡
長

水
野
漸
氏
へ
も
図
り
た
る
趣
に
て
、
右
池
田
水
野
の
両
氏
は
亦
之
を
津
山
淡

水
会
員
へ
協
議
に
及
ひ
た
る
よ
り
い
よ
く
敷
設
を
仕
遂
ぐ
る
こ
と
に
一
決
せ

し
な
り

篠
野
害
苓
は
旧
岡
山
藩
士
で
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
小
田
川
全
之
と
の
仲
介

役
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
淡
水
会
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

、し

が
多
い
が
、
同
記
事
に
ょ
る
と
、
篠
野
ら
と
の
照
会
や
往
来
の
任
に
あ
た
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
同
会
は
七
月
一
日
に
「
山
陰
山
陽
両
鉄
道
支
線
敷
設
」
に
つ
い

{
0
)

て
協
議
し
、
敷
設
に
関
す
る
取
調
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

次
に
、
津
山
以
北
の
計
画
を
め
ぐ
つ
て
は
、
前
掲
「
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
事
」

が
「
山
陰
鉄
道
支
線
は
伯
耆
国
の
境
港
よ
り
津
山
へ
敷
設
す
る
計
画
に
て
、
(
中
略
)
、

此
株
金
は
伯
州
並
に
雲
州
地
方
に
お
い
て
募
集
し
得
ら
る
、
都
合
に
て
、
已
に
倉

吉
の
有
志
者
よ
り
も
切
々
促
し
来
り
居
る
趣
」
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

と
き
既
に
津
山
・
倉
吉
両
地
の
有
志
者
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

実
際
、
先
に
述
べ
た
七
旦
三
日
の
伯
耆
有
志
懇
親
会
で
は
、
津
山
、
倉
吉
米

子
間
の
計
画
(
「
甲
線
」
)
が
伯
耆
東
部
で
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
た

こ
う
し
た
中
で
、
津
山
に
は
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
の
一
つ
の
拠
点
が
築
か
れ
る
。

津
山
町
二
階
町
の
鉄
道
設
計
事
務
所
で
あ
る
同
事
務
所
の
創
設
の
経
緯
に
つ
し

(
迅

て
は
、
「
姫
津
線
開
通
沿
革
史
」
(
一
九
三
四
年
)
に
記
述
が
あ
る
。
同
書
に
ょ
る
と
、

七
月
二
五
日
に
勝
田
郡
勝
間
田
に
お
い
て
、
池
田
長
準
(
一
央
田
郡
長
)
・
松
本
清
心

(
勝
南
郡
長
)
・
大
岡
熊
治
郎
(
勝
南
郡
池
ケ
原
村
)
他
四
名
が
会
合
し
て
、
米
子

S
姫
路
間
の
「
陰
陽
鉄
道
会
社
」
計
画
を
協
議
し
た
と
さ
れ
る
。
続
い
て
、
八
月

六
日
に
は
津
山
に
お
い
て
美
作
の
全
三
邪
長
が
会
合
し
、
そ
の
結
果
津
山
町

二
階
町
に
「
陰
陽
鉄
道
株
式
会
社
」
の
事
務
所
が
置
か
れ
、
四
十
五
名
の
設
計
委

員
に
「
計
画
声
を
作
成
さ
せ
た
と
さ
れ
る
こ
の
事
務
所
は
津
山
か
ら
伸
び
る

倉
吉
線
・
国
道
線
の
実
測
に
向
け
て
小
田
川
全
之
を
雇
い
入
れ
る
な
ど
、
美
作
で

(
2
)

の
鉄
道
計
画
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

(
3
 
国
道
線

次
に
、
国
道
線
(
津
山
S
勝
山
S
四
十
曲
S
根
雨
S
米
子
問
)
に
つ
い
て
述
べ

る
。
国
道
線
の
計
画
の
始
ま
り
の
状
況
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
近
藤
家
文
書
か

ら
は
、
八
月
二
九
日
に
美
作
西
部
の
有
志
者
が
国
道
線
の
計
画
を
日
野
郡
に
対
し

て
も
ち
か
け
、
根
雨
で
協
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

美
作
よ
り
来
県
し
た
の
は
、
窪
田
柳
七
郎
の
書
簡
(
認
1
Ⅱ
)
に
ょ
る
と
、
池

田
稲
夫
(
大
庭
郡
湯
原
村
)
・
「
依
田
新
五
郎
」
(
真
島
郡
落
合
町
の
飯
田
新
五
郎
と

思
わ
れ
る
)
・
「
近
藤
某
」
(
不
明
)
・
八
木
近
平
(
真
島
郡
一
{
呂
村
長
)
、
「
大
庭
6
河

部
」
の
五
名
で
あ
る
。
一
方
、
日
野
郡
側
の
出
席
者
は
、
「
勝
瀬
」
(
八
郎
治
)
・
「
新

宅
」
(
近
藤
雄
四
郎
、
新
宅
は
屋
号
)
・
「
近
恭
」
(
近
藤
恭
治
)
・
「
近
千
八
郎
」
(
近
藤
千



八
郎
)
・
「
加
藤
」
・
「
内
田
」
・
「
小
生
」
(
窪
邑
・
「
江
尾
6
代
理
ト
シ
、
生
田
喜
平
治
」

の
計
八
名
で
あ
る
(
2
1
Ⅱ
)
。

こ
の
八
月
二
九
日
の
協
議
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
近
藤
家
文
書
2
1
9
 
「
八
月

廿
九
日
夜
美
作
有
志
者
へ
答
エ
シ
音
ご
に
ょ
り
明
ら
か
に
な
る
。
次
に
掲
げ
る
の

は
国
道
線
の
計
画
に
対
す
る
日
野
郡
側
の
回
答
で
あ
る
。

迫

国
四
線
開
設
御
誘
導
賛
成
之
一
条
者
、
本
日
之
場
合
本
郡
有
志
者
欠
席
多
二

テ
何
分
之
確
答
ス
ル
不
能
候
、
当
宿
(
根
雨
宿
1
筆
者
注
)
有
志
者
ハ
国
道

筋
賛
成
ス
ル
者
、
従
来
連
絡
之
線
路
殊
二
数
百
年
来
知
順
筋
二
付
、
最
モ
右

切
望
ナ
ス
ト
ハ
難
ト
モ
、
過
般
来
玉
米
間
開
通
ノ
挙
二
連
議
セ
シ
後
ニ
シ
テ
、

尚
此
回
ハ
俄
然
ノ
義
二
付
、
郡
中
有
志
者
協
議
ヲ
纏
ム
ル
間
合
無
之
、
此
極

点
者
追
テ
何
分
ノ
攸
旦
可
及
候
事

国
道
線
の
計
画
に
関
し
て
、
日
野
郡
側
は
欠
席
者
の
多
さ
を
理
由
に
、
日
野
郡

全
体
と
し
て
の
回
答
を
保
留
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
「
過
般
来
玉
米
間
開
通
ノ
挙

二
連
議
」
し
た
経
緯
、
す
な
わ
ち
七
月
二
八
日
の
日
野
郡
懇
親
会
で
の
方
針
が
関

係
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
方
で
根
雨
有
志
者
は
「
国
道
筋
賛
成
」
と
の
意
向
を

伝
え
て
い
る
。
根
雨
に
と
っ
て
国
道
線
(
旧
出
雲
街
道
)
は
、
旧
来
よ
り
通
い
慣

れ
親
し
ん
で
き
た
道
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
八
月
二
九
日
の
会
合
の
大
き
な
特
徴
は
、
国
道
線
の
計
画
と
技
師
を

雇
っ
て
の
線
路
測
量
の
二
つ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
提
案
・
協
議
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
 
2
1
9
に
は
、
「
一
、
東
京
ヨ
リ
技
師
ヲ
聰
シ
テ
国
境
ヲ
実
測
セ
ン
ト

ア
ル
急
件
ハ
賛
成
セ
リ
、
本
郡
境
二
及
ナ
レ
ハ
費
用
幾
分
ヲ
出
弁
ス
ヘ
キ
ナ
リ
ト
」

と
あ
り
、
日
野
郡
側
は
賛
成
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
測
の
費
用
の
分
担
方
法
に

つ
ぃ
て
は
、
訟
1
9
に
但
し
書
き
が
あ
り
、
後
日
交
渉
の
<
永
地
を
残
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
と
は
い
ぇ
、
と
も
か
く
も
「
急
件
」
で
あ
る
線
路
実
測
の
実
施
に
つ

い
て
は
賛
成
し
た
形
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
根
雨
有
志
者
の
回
笠
口
は
日
野
郡
に
と
っ
て
微
妙
な
問
題
を
は

ら
ん
で
い
た
と
い
ぇ
る
。
近
藤
喜
八
郎
の
次
男
で
あ
る
勝
瀬
八
郎
治
(
一
八
八
四

年
に
勝
瀬
家
の
養
子
と
な
る
)
は
、
八
月
二
九
日
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
鉄

道
に
関
す
る
意
見
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
(
即
1
6
)
。

此
度
之
御
来
雙
テ
大
二
津
山
米
子
間
之
線
路
二
賛
成
之
意
ヲ
表
候
へ
ど
も
、

已
二
全
郡
(
日
野
郡
1
筆
者
注
)
ハ
挙
テ
玉
米
線
路
二
賛
成
之
意
ヲ
表
し
居

候
に
付
而
ハ
、
断
乎
貴
国
(
美
作
1
筆
者
注
)
之
線
路
二
賛
成
之
意
ヲ
表
し

候
テ
ハ
、
又
玉
米
之
有
志
及
日
野
奥
部
之
有
志
与
忽
ち
反
動
カ
ヲ
起
シ
、
将

来
一
大
紛
耘
之
止
厶
時
ナ
キ
ニ
付
、
断
然
此
条
ニ
テ
賛
成
玉
米
ヲ
打
捨
候
訳

ニ
ハ
不
参
候
問
(
後
略
)

つ
ま
り
、
勝
瀬
は
玉
米
・
国
道
両
線
を
め
ぐ
つ
て
日
野
郡
内
が
分
裂
す
る
こ
と

を
危
倶
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
根
雨
の
有
志
者
た
ち
は
こ
う
し
た
日
野
郡
内
の
問

題
を
先
送
り
に
し
て
、
美
作
西
部
か
ら
の
一
連
の
提
案
に
対
し
て
賛
成
し
た
訳
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ

の
時
点
で
両
県
に
お
い
て
、
玉
米
・
国
道
両
線
の
優
劣
や
成
算
を
判
断
す
る
に
値

す
る
具
体
的
な
材
料
を
持
つ
者
は
、
誰
一
人
と
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
津
山
の
鉄
道
事
務
所
が
計
画
を
進
め
て
い

た
線
路
実
測
の
日
程
は
目
前
に
迫
っ
て
お
り
、
日
野
郡
全
体
の
方
針
を
再
度
審
議

す
る
時
間
的
余
裕
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

明
治
三
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
呈
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

第
三
節
備
前
・
備
中
・
美
作
三
国
集
会

こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
三
つ
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
の
ほ
か
に
、
岡
山
県
内

に
は
そ
れ
ら
と
は
別
の
枠
組
み
か
ら
鉄
道
の
実
現
を
目
指
す
試
み
が
存
在
し
た
。

そ
れ
は
浅
口
郡
の
板
谷
と
辻
が
前
掲
の
書
簡
(
部
1
巧
)
で
、
門
脇
と
大
塚
に
対

190 -



明
治
二
二
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

し
て
参
加
を
促
し
て
い
た
、
備
前
・
備
中
・
美
作
三
国
有
志
者
に
ょ
る
集
会
(
九

月
一
 
0
日
、
岡
山
で
開
催
)
の
計
画
で
あ
る
。
板
谷
と
辻
に
ょ
る
と
、
そ
の
中
心

人
物
(
「
委
員
惣
代
」
)
は
県
議
(
邑
久
郡
)
の
香
川
真
一
で
あ
っ
た
。
訟
1
玲
の

書
簡
は
香
川
が
門
脇
に
送
っ
た
三
国
集
会
の
案
内
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
香
川
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
般
備
前
備
中
美
作
三
国
有
志
者
集
議
之
上
、
需
甲
乙
二
線
之
可
否
取
調

候
迄
ハ
兎
二
角
協
同
一
致
之
事
二
取
極
メ
申
候
、
何
ト
ナ
レ
ハ
目
下
両
線
二

付
未
夕
十
分
之
可
否
見
込
相
立
不
申
、
然
ル
ニ
彼
是
分
雜
運
動
仕
候
時
ハ
無

用
之
費
用
モ
不
少
、
且
ツ
上
願
二
募
株
二
将
来
幾
分
之
障
碍
モ
可
有
之

こ
の
三
国
集
会
と
は
、
地
域
で
対
立
す
る
甲
・
乙
両
派
の
「
協
同
一
致
」
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
地
域
対
立
に
ょ
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
の
惨
着
状
態
の
解
消

を
図
る
試
み
で
あ
る
が
、
鉄
道
を
め
ぐ
る
地
域
の
有
志
者
罷
識
に
関
し
て
、
次

の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
一
に
、
各
路
線
の
「
十
分
之
可
否
見
込
」
、
す
な
わ
ち
優
劣
や
成
算
が
不
透
明

な
ま
ま
で
の
「
分
離
運
動
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
そ
こ
で
必
要
と
な
る
の
は

甲
・
乙
両
線
の
「
可
否
取
調
」
、
す
な
わ
ち
両
線
路
の
実
地
調
査
・
測
量
で
あ
る
。

第
二
に
、
各
路
線
同
士
の
対
立
が
「
上
願
」
(
会
社
創
立
の
申
請
)
と
「
募
株
」
(
資

金
調
達
)
に
「
障
碍
」
を
き
た
す
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
は
挙
県
的
な
地

域
間
の
協
力
な
く
し
て
は
、
山
間
地
域
を
主
な
路
線
と
す
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
は
成

就
し
な
い
と
の
認
識
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
陰
陽
連
絡
鉄
道
計
画
を
め
ぐ
る
認
曾
、
両
県
の
有
志
者
が
共
有

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
一

0
月
一
一
日
付
「
山
陰
山
陽
連
接
鉄
道
」
の
記
事
の
一
節
で
あ
る

美
作
国
を
始
め
他
の
有
志
者
の
見
る
所
、
何
れ
も
区
々
な
れ
ど
も
同
布
設
の

費
額
は
頗
る
巨
多
に
し
て
、
迎
て
も
一
地
方
の
有
志
者
の
み
を
以
て
計
画
し

得
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
洽
く
他
方
の
有
志
者
を
募
ら
、
ざ
れ
ば
成
功
覚
支
な

け
れ
ば
、
今
に
当
り
て
一
小
地
方
の
利
害
に
の
み
目
を
注
ぐ
は
宜
し
き
を
得

た
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
大
に
此
を
利
用
す
る
の
策
を
見
出
す
こ
そ
肝
要
な
れ

と
の
説
同
国
有
志
者
の
内
に
盛
に
し
て
、
津
山
よ
り
人
形
仙
を
越
へ
伯
州
倉

吉
を
貫
ぬ
き
米
子
に
達
す
る
の
線
路
と
、
津
山
よ
り
国
の
西
方
な
る
四
十
曲

の
峠
を
経
て
米
子
に
至
る
の
線
路
と
の
二
説
に
付
き
、
技
師
を
し
て
何
れ
を

便
な
り
と
す
る
か
を
測
量
せ
し
め
ん
と
て
(
後
略
)

三
国
集
会
の
試
み
や
、
こ
の
『
山
陽
新
報
』
記
事
を
踏
ま
え
る
と
、
各
地
域
の

有
志
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
計
画
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
現
実
的
に
は
陰
陽
連
絡

線
の
一
本
化
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
互
い
に
納
得
す
る
形
で
対

立
を
終
息
さ
せ
、
さ
ら
に
は
将
来
の
協
力
体
制
を
築
く
た
め
に
は
、
実
地
で
の
線

路
調
査
と
測
量
に
基
づ
い
て
各
計
画
の
優
劣
や
成
算
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る

.

マ
マ

第
三
章
小
田
川
全
之
に
よ
る
線
路
実
測

第
一
節
旧
岡
山
藩
士
・
篠
野
憲
令
と
津
山
の
鉄
道
設
計
事
務
所

八
月
二
九
日
の
根
雨
で
の
国
道
線
に
関
す
る
協
議
で
は
、
東
京
か
ら
技
師
を
雇
っ

て
線
路
実
測
を
行
う
こ
と
が
「
急
件
」
と
し
て
議
題
に
上
が
っ
て
い
た
こ
の
技

師
こ
そ
小
田
川
全
之
で
あ
る
そ
し
て
、
近
藤
家
文
書
2
1
W
か
ら
は
、
実
測
に

向
け
た
準
備
は
津
山
町
二
階
町
の
鉄
道
設
計
事
務
所
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
本
節
で
は
2
1
W
の
内
{
谷
か
ら
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

ま
ず
、
【
表
1
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
 
2
1
W
は
第
二
章
で
紹
介
し
た
篠
野
憲
令
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(
東
京
)
が
同
事
務
所
宛
て
に
発
し
た
三
通
の
書
簡
の
写
し
を
ま
と
め
た
綴
り
で
あ

る
が
、
そ
の
綴
り
の
冒
頭
に
は
、
[
廿
二
年
九
月
九
日
」
と
題
し
た
次
の
よ
う
な
人

名
一
覧
が
あ
る
。

廿
二
年
九
月
九
日

日
野
郡
近
藤
恭
治
窪
田
柳
七
郎

倉
吉

武
信
克
三

真
島
郡
八
木
近
平
飯
田
新
五
郎
辻
武
十
郎

大
庭
郡
福
井
貞

郎

粂
北
条
郡
久
山
荘
平
黒
田
沢
衛

東
北
安
黒
基

東
北
条
竹
内
景
明

西
々
条
河
田
保
男
西
々
条
佃
稔

西
北
条
士
居
通
信
西
北
条
武
田
定
次
郎

津
山
矢
吹
貫
一
津
山
渡
辺
恂

津
山
竹
中
清
一
郎
津
山
森
本
藤
吉

津
山
前
原
協

津
山
黒
田
,
三

津
山
福
井
周
次
郎
勝
南
大
岡
態
伯
郎

大
庭
池
田
房
次
郎
英
田
青
山
平
四
郎

勝
南
和
田
房
衛
譜
西
北
条
畑
信
好

こ
れ
は
お
そ
ら
く
九
月
九
日
に
同
事
務
所
で
会
合
が
あ
り
、
 
2
1
W
は
そ
こ
で

の
参
加
者
と
、
会
合
で
入
手
し
た
篠
野
の
書
簡
(
三
通
)
の
文
面
を
合
わ
せ
て
記

録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
篠
野
が
送
っ
た
三
通
の
書
簡
の
内
九
月
四
日
付
の
書
簡
(
器
1
W
、

一
通
目
^
で
は
、
美
作
に
向
か
う
小
田
川
の
足
取
り
の
ほ
か
、
実
測
に
向
け
た
情

報
や
用
件
を
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

明
五
日
小
田
川
技
師
貴
地
へ
向
ケ
出
発
参
地
仕
候
へ
ハ
参
途
久
崎
ヨ
リ
経

通
仕
度
卜
申
△
口
、
御
同
意
ナ
レ
ハ
御
案
内
人
御
壱
名
姫
路
市
米
瀬
迄
御
出
張

御
面
会
仕
度
旨
申
上
候
事
二
有
之
、
其
他
悉
皆
之
件
ハ
小
田
川
君
へ
申
述
候

処
請
願
ヲ
急
キ
候
ニ
ハ
製
図
等
之
手
伝
壱
名
ヲ
要
シ
候
問
、
大
坂
ヨ
リ
同

伴
致
度
ト
ノ
事
二
候
得
壮
へ
此
事
ハ
未
夕
御
照
会
前
二
付
御
同
意
ヲ
得
テ
電

報
ス
レ
ハ
直
チ
ニ
大
坂
方
技
手
壱
名
参
地
可
仕
手
配
ノ
ミ
仕
置
候

篠
野
は
技
師
受
け
入
れ
の
事
務
・
手
配
役
を
担
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
篠
野

に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
実
は
小
田
川
が
所
属
す
る
帝
国
工
業
会
社
の

お

「
発
起
人
惣
代
」
で
あ
っ
た
し
た
が
っ
て
、
小
田
川
を
津
山
の
鉄
道
事
務
所
に
紹

介
し
た
の
は
篠
野
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
篠
野
の
関
心
は
既
に
実
測
後
の

こ
と
に
あ
っ
た
。
残
る
二
通
の
書
簡
の
内
容
の
大
半
は
、
測
量
後
の
迅
速
な
会
社

創
立
手
続
き
の
遂
行
に
向
け
た
要
請
で
あ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

要
請
の
一
点
目
は
「
請
願
書
」
、
す
な
わ
ち
逓
信
省
に
提
出
す
る
鉄
道
会
社
創
立

願
書
の
作
成
・
提
出
で
あ
る
。
篠
野
は
迅
速
さ
に
加
え
て
、
「
註
明
願
書
ハ
御
許
可
否

ノ
関
ス
ル
所
ナ
レ
ハ
百
日
文
ヲ
講
シ
テ
可
ナ
リ
ト
言
へ
シ
、
然
ハ
迅
速
草
稿
シ
伯

州
卜
十
分
協
璽
毛
シ
テ
御
浄
録
前
一
応
拝
見
仕
度
候
、
鉄
道
局
ノ
方
針
ニ
ヨ
レ

ハ
軍
事
ノ
事
ハ
余
リ
述
へ
ス
、
美
伯
両
国
二
利
益
ヲ
興
ス
ノ
点
十
分
二
御
申
述
可

然
候
」
(
能
1
W
、
書
簡
・
二
通
目
)
な
ど
と
内
容
に
ま
で
注
文
を
付
け
て
い
る
。

二
点
目
は
、
各
株
主
の
引
き
受
け
株
数
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
で
あ
る
。
書

簡
二
通
目
に
は
、
「
株
二
御
引
受
員
数
取
極
メ
帳
簿
二
登
記
ス
ル
事
」
(
器
1
W
)
と

あ
り
、
こ
れ
は
資
金
の
目
処
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、
手
続
上
の
問
題
と
し
て

も
、
会
社
創
立
出
願
の
際
に
提
出
す
る
起
業
目
論
見
書
に
各
発
起
人
の
引
き
受
け

株
数
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
(
私
設
鉄
道
条
例
)
。
そ
し
て
、
資
金
調
達
と
い

う
点
で
興
味
深
い
の
は
、
「
就
テ
ハ
四
十
曲
リ
人
形
仙
ナ
リ
線
路
決
定
も
小
違
ニ
ア

レ
ハ
、
何
レ
ニ
カ
決
定
ノ
上
ハ
池
田
章
政
公
及
旧
津
山
藩
主
松
平
公
へ
、
兎
モ
角

発
起
卜
者
申
入
難
キ
モ
賛
成
ノ
上
相
応
之
株
主
御
承
甑
上
度
奉
存
候
間
」
(
2
1

明
治
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
呈
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)
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明
治
二
二
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

W
、
書
簡
・
三
通
目
)
と
あ
る
よ
う
に
、
関
係
地
域
の
各
旧
藩
主
(
家
)
を
有
力

な
株
主
の
候
補
と
し
て
期
待
し
て
い
る
点
で
あ
る

そ
し
て
、
三
点
目
は
、
事
務
の
迅
速
化
の
た
め
に
発
起
人
の
中
か
ら
の
「
委
員
」

「
惣
代
」
を
選
出
す
る
こ
と
で
あ
る
(
2
1
W
、
書
簡
二
通
目
)
。
こ
れ
は
「
臨

1機
ノ
契
約
」
に
応
じ
た
り
、
「
簡
便
取
計
」
を
行
う
必
要
か
ら
で
あ
る
。

篠
野
が
こ
の
よ
う
に
事
業
の
進
捗
を
急
い
だ
の
は
、
備
中
の
玉
米
線
と
の
対
抗

か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
2
1
W
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
人
物
を
見
る
と
、
津

山
の
鉄
道
事
務
所
に
集
結
し
た
の
は
、
陰
陽
連
線
の
う
ち
、
美
作
と
伯
耆
の
倉

吉
線
・
国
道
線
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
測
に
ょ
っ
て
具
体
的
な

数
値
に
基
き
、
ま
ず
は
倉
吉
・
国
道
両
線
の
優
位
性
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
路
線

を
一
本
化
す
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

第
二
節
倉
吉
線
・
国
道
線
の
実
測

倉
吉
線
・
国
道
線
の
実
測
の
籍
を
追
っ
た
も
の
が
【
表
2
】
で
あ
る
。
小
田

川
の
津
山
へ
の
到
着
は
九
月
九
日
で
あ
る
が
、
同
日
は
前
掲
2
1
W
冒
頭
に
記
さ

れ
た
沿
線
関
係
者
一
同
の
歓
待
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
小
田
川

2
)

が
津
山
を
出
発
し
た
日
は
一
 
0
日
頃
と
思
わ
れ
、
ま
ず
西
西
条
郡
へ
と
向
か
っ
た
。

小
田
川
ら
の
実
測
コ
ー
ス
は
、
ま
ず
、
津
山
か
ら
伯
耆
任
来
を
北
上
し
、
人
形
仙

付
近
で
県
境
を
越
え
て
倉
士
口
・
米
子
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
米
子
か
ら
は
南
に

進
路
を
取
り
、
国
道
線
の
各
地
を
実
測
し
て
津
山
に
戻
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
小
田
川
た
ち
測
量
隊
一
行
の
は
っ
き
り
と
し
た
人
数
・
構
成
は
わ
か
ら
な

し
か
し
、
地
域
の
有
志
者
が
常
に
同
行
し
て
い
た
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
例

いえ
ば
、
津
山
か
ら
西
西
条
郡
へ
向
け
て
は
畑
信
好
(
西
北
条
郡
西
苫
田
村
)
が
案

云
〕

内
役
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
同
行
者
の
中
に
実
測
の
状
況
を
根
雨
の
近

一
一

ー]87 ー

【表2】ム吉線・国道線の実測の経過

史料出来事月日

「山陽新報」1認9年9月3日「山陰陽鉄道に関すること」「山陽新机」、帝国工業会社技師派遣のことを報じる9月3日

近藤家文審328-10 (書簡 1通目)小田川全之、山梨県から美作へ向け出発9月5日

近藤家文書328-10 (誓簡 3 通目)篠野憲令、千坂知事へ技師出立のことを伝える

小田川、大阪支社で「測倣器荷造取計」 近藤家文誓328・]0 (同上)9月6日

「山陽新邦」 1889年9月Ⅱ日「技師来津」大阪で黒田鷲三(津山町)が技師を出迎える

近藤家文誓328-10 (書簡3通勵小田川、姫路に到着9月7日

「山陽新報」]889年9月12日「1如而」小田川、津山に到着
9月9日

津山鉄道設計事務所で集会(倉吉線・国道線関係者) 近藤家文誓328-10

小田川、実測へ出発?9月]0日

(小田川、津山~上斎原間実測)9月H~12日

近藤家文誓328-3小田川、上斎原を出発
9月13日

小田川、「人形仙筋観測」 近藤家文書328-3

近藤家文杏328-2、 328-39月13日 1晩 小田川、倉吉に到着

小田川、倉吉に滞在(八木「十四日ハ多分倉吉滞在」)近藤家文書328-29月]4日

近藤家文誓328-5小田川、「橋津築港ノ場所ヲー見」9月15日午前

(国道線沿線有志者)、米子~根雨間の略図を調製近藤家文書328-49月16日

小田川、人形仙付近を「再測」 近藤家文智827-4、 328-89月16~17日頃

近藤家文書328・Ⅱ9月18日朝 小田川、倉吉を出発

近藤家文齊327-18小田川、米子に到着9月19日

小田川、米子を出発(国道線測扱へ) 近藤家文霄327・]89月20日

「山陰新聞」 1889年9月27日「日野郡根雨宿通信(一昨
小田川、根雨に到着(同所で一泊)9月22日

廿五日発)」

小田川、国道線・四十曲峠など測是 同上9月23日

(?)~小田川、津山の鉄道設計事務所にて報告書作成へ「山陰新聞」1889年10月7日「西伯鉄道の墜道」9月24日



藤
家
に
逐
一
報
告
す
る
人
物
が
い
た
。
真
島
郡
一
宮
村
の
八
木
近
平
で
あ
る
。

八
木
は
九
月
九
日
の
津
山
の
鉄
道
事
務
所
で
の
会
合
の
あ
と
、
そ
の
ま
ま
小
田

川
の
測
量
に
同
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。
九
月
一
四
日
、
倉
吉
に
滞
在
中
で
あ
っ
た

八
木
は
、
津
山
S
倉
吉
間
の
測
量
の
状
況
に
つ
い
て
、
窪
田
と
近
藤
恭
治
宛
て
に

次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
(
祁
1
2
)
。

上
斎
庶
〕

津
山
上
才
原
聞
ハ
高
低
平
均
凡
七
十
五
分
ノ
一
位
ニ
シ
テ
、
ト
ン
ネ
ル
三
四

ケ
肌
芸
弁
、
大
橋
四
ケ
所
鞍
唖
一
而
而
、
小
橋
数
ケ
所
顎
豐
、
上
才
原

方
木
地
山
村
ノ
内
字
下
モ
小
屋
鯆
沙
1
処
間
ト
ン
ネ
ル
廿
丁
位
ノ
観
測
二

候
得
丑
へ
自
分
ノ
推
測
ス
ル
処
÷
ブ
ハ
廿
八
九
町
位
ハ
可
有
之
卜
被
存
候
、

是
ハ
案
内
者
力
里
程
ヲ
短
縮
シ
テ
案
内
シ
タ
ル
ニ
拠
ル
ナ
ラ
ン
、
下
モ
小
屋

穴
鴨
問
ハ
四
十
分
一
ノ
高
低
位
ニ
テ
山
脚
切
取
及
岩
石
切
市
数
ケ
所
ア

ル
モ
大
工
事
卜
申
場
所
ナ
ク
、
小
橋
十
ケ
所
巽
爺
岫
劃
、
埋
立
工
事
数
ケ
所

ア
リ
、
穴
鴨
倉
吉
間
ハ
高
低
六
十
分
一
位
ナ
ル
ベ
シ
、
其
間
大
橋
一
ケ
所

R
肌
問
小
極
三
一
ケ
所
語
ナ
リ

八
木
は
国
道
線
の
支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
競
合
す
る
倉
吉
線
の
最
大
難
所
で
あ

る
人
形
仙
付
近
の
実
測
の
状
況
を
注
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
八
木
は
現

状
を
報
告
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
米
子
方
国
道
筋
観
測
ノ
際
、
見
取
図
ノ
必
用
、
殊

二
案
内
二
立
会
ス
ル
人
ハ
何
地
方
何
所
迄
ノ
里
程
ノ
答
二
差
支
ナ
キ
様
御
取
計
相

成
候
」
(
訟
1
2
)
な
ど
と
、
国
道
線
の
測
量
に
向
け
た
準
備
も
要
請
し
て
い
た
。

さ
て
、
小
田
川
の
一
行
は
九
月
一
三
日
午
後
倉
吉
に
着
い
た
。
そ
し
て
、
翌
日

は
同
所
に
滞
在
し
、
一
五
日
午
前
は
倉
吉
の
北
東
に
位
置
す
る
橋
津
港
(
河
村
郡

橋
津
村
)
に
出
向
い
て
い
る
。
日
本
海
に
面
し
た
同
港
は
倉
吉
線
の
倉
吉
S
米
子

間
の
ル
ー
ト
か
ら
は
幾
分
東
へ
そ
れ
た
位
置
に
あ
る
が
、
小
田
川
は
倉
吉
か
ら
同

港
へ
の
支
線
建
設
の
可
能
性
を
明
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
橋

津
港
の
港
湾
整
備
が
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
山
陰
線
開
通
後
の
大
正
期
以
降
と

さ
れ
る
が
、
士
木
技
師
の
来
県
を
好
機
と
見
た
地
元
の
関
係
者
に
促
さ
れ
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
八
木
に
ょ
る
と
、
倉
吉
に
辿
り
着
い
た
小
田
川
の
周
辺
に
は
「
倉

吉
地
方
有
志
者
ノ
狠
二
座
シ
」
(
2
1
5
)
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
八
木
は
測
量
が
津
山
S
上
斎
原
S
人
形
仙
付
近
S
木
地
山
S
穴
鴨

S
倉
吉
と
進
ん
だ
時
点
で
、
小
田
川
の
米
子
へ
の
到
達
を
九
月
一
五
日
晩
と
伝
え
、

日
野
郡
有
志
者
に
ょ
る
米
子
で
の
出
迎
え
も
要
請
し
た
(
器
1
2
)
。
ま
た
、
橋
津

行
き
に
ょ
っ
て
日
程
が
ず
れ
た
の
ち
は
、
米
子
で
の
出
迎
え
は
一
六
日
晩
で
「
不

苦
旨
」
を
伝
え
て
い
る
(
訟
1
5
)
。
し
か
し
、
小
田
川
の
米
子
へ
の
到
達
は
一
九

日
ま
で
遅
れ
る
こ
と
と
な
る
0

こ
れ
は
小
田
川
の
来
着
を
待
つ
国
道
線
の
沿
線
の
有
志
者
の
混
乱
を
招
い
た
。

情
報
が
錯
綜
す
る
中
、
日
野
郡
江
尾
宿
の
徳
尾
野
精
一
は
、
九
月
一
六
日
午
後
に

「
右
者
如
何
之
御
手
違
二
御
座
候
哉
、
軽
師
ハ
弥
何
日
頃
此
辺
実
測
可
相
成
候
哉
」

(
詑
1
4
)
と
、
近
藤
喜
八
郎
に
書
き
送
っ
て
い
る
。
こ
の
日
、
徳
尾
野
は
「
米
子

根
雨
間
之
略
図
」
の
調
製
を
済
ま
せ
て
小
田
川
ら
を
待
っ
て
い
た
。

実
は
こ
の
大
幅
な
遅
れ
の
理
由
は
、
小
田
川
が
人
形
仙
付
近
を
「
尚
又
再
測
」

(
訟
1
4
)
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
情
報
を
近
藤
家
に
寄
せ
た
勝
山
の
辻
武
十

郎
は
、
書
簡
の
中
で
「
如
何
ナ
ル
理
由
ア
ツ
テ
斯
ク
跡
戻
り
ヲ
ナ
ス
カ
不
相
分
候

へ
丑
ハ
、
難
工
二
因
ル
ナ
ラ
ン
ト
奉
存
候
」
(
2
1
4
)
と
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
混
乱
も
あ
っ
た
が
、
九
月
二
0
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
国
道
線
の

測
量
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
近
藤
家
文
書
三
二
七
と
三
二
八
に
は
こ
の
件
に
関

す
る
詳
細
な
記
録
が
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
山
陰
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た

小
田
川
の
見
解
(
「
見
込
」
)
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
米
子
X
根
雨
間
に

つ
い
て
は
、
「
米
子
よ
り
当
宿
(
根
雨
1
筆
者
注
)
ま
で
の
間
に
は
別
に
難
所
も
な

け
れ
ば
工
事
も
最
も
容
易
な
る
べ
し
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
九
月
二
七
日
付
「
日

野
郡
根
雨
宿
通
信
」
)
。
そ
し
て
、
国
道
線
最
大
の
難
所
・
四
十
曲
峠
に
つ
い
て
は
、

(
2
〕

明
治
一
一
年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)
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明
治
三
年
の
陰
陽
連
数
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

「
四
十
曲
の
畭
阪
路
な
る
も
此
処
へ
は
一
問
に
四
十
分
一
以
内
の
勾
配
を
附
し
た
る

一
の
ト
ン
ネ
ル
を
穿
つ
を
以
て
事
足
る
べ
き
に
ょ
り
、
工
事
も
左
ま
で
困
難
な
ら

ず
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
一
 
0
月
七
日
付
「
西
伯
鉄
道
の
墜
道
」
)
。

国
道
線
の
測
量
後
、
小
田
川
は
た
だ
ち
に
津
山
の
鉄
道
事
務
所
に
戻
っ
て
製
図

な
ど
報
告
書
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
模
様
で
あ
る
(
【
表
2
】
)
。
し
か
し
、
そ
れ

も
束
の
間
、
小
田
川
は
今
度
は
津
山
S
岡
山
間
の
実
測
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
一

0
月
一
 
0
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
津
山
S
弓
削
X
福
渡
S
岡
山
と
巡
っ
て
お
り
、

〔
逝

こ
の
区
間
の
実
測
に
は
津
山
町
の
黒
田
鷲
三
(
県
議
)
が
同
行
し
て
い
た
。

第
三
節
玉
米
線
の
実
測
と
備
伯
鉄
道
会
社

玉
米
線
に
つ
い
て
、
七
月
頃
の
段
階
で
板
谷
と
辻
は
、
『
山
陰
新
聞
』
に
対
し
て

「
愈
々
諸
方
の
賛
成
を
得
る
以
上
ハ
、
山
陽
鉄
道
会
社
の
常
議
員
た
る
岡
山
県
人
難

波
二
郎
三
郎
氏
を
惣
代
と
し
て
上
京
せ
し
め
、
技
師
の
出
張
を
請
ハ
し
め
、
実
地

測
量
を
遂
げ
た
る
上
に
て
、
何
れ
に
か
然
る
べ
き
線
路
を
決
定
す
る
予
定
」
と
語
っ

(
8
}

て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
小
田
川
全
之
を
雇
っ
て
実

測
を
行
っ
た
倉
吉
線
・
国
道
線
に
完
全
に
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
玉
米
線
県
採
っ
た
策
は
、
美
作
の
二
線
と
同
様
に
小
田
川
を
雇
っ
て

線
路
実
測
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
一
 
0
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬

頃
と
思
わ
れ
る
。
実
測
の
様
子
は
『
山
陰
新
聞
』
で
「
玉
米
鉄
道
有
志
者
も
他
線

の
勢
ひ
傍
観
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
是
亦
小
田
川
氏
を
雇
ひ
込
み
実
地
を
観
測

し
、
此
程
備
中
路
よ
り
本
郡
(
日
野
郡
1
筆
者
注
)
石
見
筋
を
経
て
当
地
(
根
雨

1
筆
者
注
)
迄
来
り
、
更
に
引
返
し
て
本
郡
生
山
筋
観
測
し
?
帰
国
せ
り
」
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
述
べ
た
大
阪
商
船
に
ょ
る
測
量
成
果
(
「
測
量
図
」
)

は
、
玉
米
線
の
計
画
を
具
体
化
さ
せ
る
に
は
物
足
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
実
測
を
経
て
玉
米
線
の
計
画
は
「
備
伯
鉄
道
会
社
」
と
し
て
具

0

体
化
す
る
。
『
山
陽
新
報
』
に
ょ
る
と
、
資
本
金
は
六
0
0
万
円
の
「
見
込
」
で
、

そ
の
ル
ー
ト
は
山
陽
側
か
ら
撫
川
S
堪
井
、
高
梁
S
有
漢
S
宮
地
S
砦
部
X
木
谷

{
迅

乢
S
布
瀬
工
田
治
部
罷
{
谷
S
新
見
S
上
市
S
九
ノ
阪
S
黒
坂
、
米
子
で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
山
陽
鉄
道
と
の
接
続
地
が
玉
島
で
は
な
く

撫
川
(
現
J
R
庭
瀬
駅
付
近
)
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
玉

島
か
ら
堪
井
(
器
社
市
)
に
敷
設
し
た
場
合
、
「
此
線
路
は
哩
も
延
長
し
途
中
に

二
箇
処
の
鉄
橋
を
要
す
る
」
の
で
、
「
経
費
上
よ
り
平
坦
な
る
道
路
を
取
」
つ
た
結

果
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
高
梁
S
新
見
間
に
お
い
て
は
東
へ
大

き
く
迂
回
す
る
が
、
「
全
体
新
見
よ
り
高
梁
へ
真
直
ぐ
に
達
す
れ
ぱ
大
に
逕
捷
な
れ

ど
も
、
鉄
橋
を
要
す
る
処
ハ
ケ
所
も
あ
る
を
以
て
少
し
は
迂
廻
を
免
れ
ざ
れ
ど
も
、

右
の
如
き
線
路
を
取
る
方
便
利
な
る
の
み
な
ら
す
燧
道
の
数
も
減
じ
美
作
西
部
地

方
に
も
多
小
ノ
の
便
を
与
ふ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
備
伯
鉄
道

の
路
線
計
画
は
、
高
梁
川
に
要
す
る
鉄
橋
の
建
設
を
極
力
回
避
し
よ
う
と
し
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。

第
一
節
国
道
線
と
倉
吉
線
の
対
立

倉
吉
線
と
国
道
線
の
実
製
終
了
す
る
と
、
次
は
そ
の
結
果
を
も
と
緑
路
を

確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
津
山
の
鉄
道
事
務
所
で
は
、
両
線
の
実
製
了
直

後
の
九
月
二
八
日
に
「
仮
免
状
下
附
請
願
の
手
順
等
を
協
議
」
す
る
集
会
が
計
画

23

さ
れ
た
。
伯
老
日
・
美
作
の
各
地
か
ら
有
志
者
が
改
め
て
集
う
の
で
あ
る
が
、
協
議

一
四

第
四
章
実
測
後
の
状
況
と
実
測
の
成
果
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は
難
航
が
予
想
さ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
新
聞
報
道
に
ょ
る
と
、
両
線
は
距
離
に

お
い
て
大
差
は
な
く
、
工
費
は
国
道
線
の
ほ
う
が
約
九
0
万
円
多
い
も
の
の
、
同

線
の
方
が
旅
客
・
貨
物
収
入
に
お
い
て
勝
る
と
目
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
鄭
。

国
綴
側
・
大
庭
郡
湯
原
村
の
池
田
稲
夫
(
当
時
は
真
島
郡
書
記
)
が
九
月
二

六
日
付
で
窪
田
に
送
っ
た
書
簡
(
2
1
3
)
か
ら
は
、
実
製
了
後
両
線
の
各

有
志
者
間
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
ず
、
次
の
文
面
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
道
線
沿
線
の
有
志
者
た
ち
は
、
ニ
ハ
日
の
津
山
で
の
集
会

^
該
集
会
^
に
向
け
た
準
備
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

該
集
会
二
先
タ
チ
、
井
手
毛
三
・
八
木
近
平
ノ
両
氏
今
夕
出
発
ニ
テ
、
津
山

一
近
欠
力
〕
(
巾
之口

務
所
員
ノ
計
画
上
其
他
同
地
ノ
模
様
ヲ
探
候
、
且
倉
吉
派
ヲ
避
ル

鉄
ノ
準
備
ヲ
為
シ
、
明
夕
久
米
北
條
郡
坪
井
駅
二
真
大
久
米
北
ノ
三
郡
委
員
内

議
ヲ
遂
ケ
、
廿
八
日
ノ
集
会
へ
相
臨
ミ
候
計
画
二
有
之
候

「
真
大
久
米
北
」
と
は
、
国
道
線
の
沿
線
の
真
島
・
大
庭
・
久
米
北
条
の
三
郡
の

こ
と
で
あ
る
。
「
倉
吉
派
ヲ
避
ル
ノ
準
備
」
と
は
、
津
山
で
の
集
会
に
お
い
て
津
山

以
北
の
ル
ー
ト
を
国
道
線
に
確
定
さ
せ
る
た
め
の
多
数
派
工
作
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
津
山
の
鉄
道
事
務
所
で
の
集
会
の
日
程
が
二
八
日
と
早
い
こ
と
に
つ
い
て
、

あ
る
疑
問
を
池
田
は
抱
い
て
い
た
。

津
山
ノ
集
会
ヲ
斯
ク
早
メ
タ
ル
ハ
、
過
日
廿
三
日
国
界
観
測
上
良
果
ヲ
得
タ

、ノ

ル
処
ヨ
リ
、
廿
四
日
早
天
武
信
克
三
津
山
へ
向
ケ
出
発
セ
シ
ニ
ヨ
リ
、
当
方

ノ
協
議
未
夕
行
届
カ
サ
ル
内
二
集
会
ヲ
始
メ
タ
ル
ニ
ハ
ナ
キ
哉
与
疑
念
候
、

技
師
も
帰
津
(
津
山
1
筆
者
注
)
後
三
日
間
位
ヲ
経
ザ
レ
バ
観
測
上
ノ
報
告

も
出
来
サ
ル
哉
二
聞
及
候
処
斯
ル
通
知
ノ
早
カ
リ
シ
ハ
如
何
二
も

武
信
克
三
(
久
米
郡
倉
吉
町
)
は
伯
耆
で
の
倉
吉
線
の
敷
設
運
動
の
中
心
的
な

人
物
で
あ
る
。
池
田
は
、
武
信
ら
倉
吉
線
支
持
者
と
津
山
の
鉄
道
事
務
所
の
関
係

に
疑
念
を
も
ち
つ
つ
、
両
者
が
結
ぴ
付
く
こ
と
を
戒
し
て
い
る

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
小
田
川
全
之
に
ょ
る
陰
陽
連
絡
鉄
道
の
実

地
測
量
の
成
果
に
つ
い
て
竺
て
お
く
。
ま
ず
、
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
立
石

家
に
伝
わ
る
二
つ
の
予
算
書
で
あ
る
。

「
自
岡
山
至
津
山
、
自
津
山
至
倉
士
口
、
自
倉
吉
至
米
子
、
鉄
道
建
築
費
予
算
」
で

は
、
鉄
道
の
稔
長
(
哩
)
は
一
 
0
ニ
マ
イ
ル
四
分
の
三
、
総
工
費
は
五
0
三
万

三
千
円
で
あ
る
。
ル
ー
ト
は
表
題
に
あ
る
通
り
で
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
倉
吉

線
で
あ
る
。
用
地
・
工
事
・
軌
道
・
車
両
・
建
物
な
ど
鉄
道
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る

費
用
は
、
表
題
に
あ
る
各
区
問
ご
と
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。

次
に
「
自
岡
山
至
古
畢
自
高
梁
至
米
子
、
鉄
道
建
築
費
予
算
」
で
あ
る
が
、

書
体
や
記
載
の
形
式
は
基
本
的
に
前
掲
の
倉
吉
線
の
予
算
書
と
同
様
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
岡
山
X
高
梁
S
米
子
間
の
予
算
書
に
は
、
よ
り
詳
し
い
経
由
地
各

区
問
の
距
雜
・
高
低
・
勾
配
を
示
し
た
一
覧
表
が
あ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
経
由
地

さ
て
、
九
月
二
八
日
の
会
合
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
伝
え
る
史
料
が
な
く
、
そ
の

模
様
は
不
明
で
あ
る
が
、
倉
吉
線
と
国
道
線
を
め
ぐ
る
津
山
で
の
議
論
は
決
着
す

る
こ
と
な
く
月
日
は
流
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
ケ
月
後
、
-
 
0
月
二
三
日
の
津
山

で
の
「
線
路
確
定
△
謹
に
日
野
郡
か
ら
「
惣
代
」
と
し
て
臨
ん
だ
近
藤
恭
治
は
、

根
雨
に
戻
っ
た
の
ち
、
「
津
山
委
員
会
は
猶
未
だ
決
定
す
る
に
至
ら
ず
し
て
両
々
相

執
て
下
ら
ず
、
何
れ
分
離
別
々
に
出
願
す
る
に
至
ら
ん
勢
ひ
あ
り
」
と
「
山
陰
新

重

聞
』
に
対
し
て
語
っ
て
い
る
。

因
み
に
、
こ
う
し
た
線
路
確
定
を
め
ぐ
る
状
況
は
津
山
以
南
の
ル
ー
ト
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
三
月
頃
よ
り
美
作
で

の
雙
畑
が
混
迷
を
極
め
る
様
子
が
『
山
陽
新
報
』
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

明
治
三
年
の
陰
陽
連
絡
鐙
線
路
の
実
地
禦
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

第
二
節
線
路
実
測
の
成
果
に
つ
い
て
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年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

月
冶

は
岡
山
S
湛
井
S
高
梁
S
新
見
S
上
市
S
備
伯
国
界
S
生
山
S
黒
坂
S
根
雨
S
米

子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
黒
延
長
は
九
六
マ
イ
ル
三
分
の
一
、
竺
費
は
五

九
一
万
二
千
円
で
あ
る
。
第
三
章
で
述
べ
た
備
伯
鉄
道
会
社
の
計
画
は
、
こ
の
予

算
書
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
小
田
川
に
ょ
る
国
道
線
に
関
す
る
予
算
書
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
今
の

と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
が
、
岡
山
を

起
点
に
国
道
線
を
経
て
米
子
に
至
る

ル
ー
ト
は
、
の
ち
の
中
国
鉄
道
株
式

会
社
(
一
八
九
四
年
発
起
)
の
予
定

線
と
な
る
。

鉄
道
会
社
設
立
に
向
け
、
鳥
取

岡
山
両
県
の
有
志
者
は
小
田
川
全
之

を
招
い
て
線
路
実
測
を
行
っ
た
が
、

一
八
八
九
年
に
お
け
る
陰
陽
連
絡
鉄

道
計
画
は
直
後
に
起
こ
っ
た
恐
慌
の

影
響
で
全
て
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
実
測
の
経
験
と
成
果

後
年
の
地
域
で
の
鉄
道
敷
釜

、

は動
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。
本
稿

の
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
山
陽
道
岡
山

市
ヨ
リ
美
作
国
津
山
及
山
陰
道
伯
耆

国
倉
吉
ヲ
経
テ
同
米
子
二
至
ル
鉄
道

た
倉
吉
線
の
官
設
鉄
道
敷
設
を
求
め
た
も
の
で
、
帝
国
議
会
に
対
し
て
、
一
八
九

一
年
二
月
二
八
日
付
で
倉
吉
町
の
武
信
克
三
ほ
か
三
九
名
に
ょ
っ
て
提
出
さ
れ

た
。
そ
の
文
中
に
は
「
該
地
方
有
志
者
ハ
数
千
円
ヲ
投
シ
テ
之
力
計
画
ヲ
ナ
シ
、

一
昨
年
工
学
士
小
田
川
全
之
ヲ
聰
シ
テ
実
地
ヲ
測
量
セ
シ
メ
エ
費
ヲ
量
ラ
シ
メ
タ

ル
事
凡
ソ
七
線
」
に
お
よ
び
、
そ
の
中
か
ら
倉
吉
線
が
「
最
モ
恰
好
ナ
ル
ヲ
決
定

セ
リ
」
と
あ
り
、
小
田
川
に
ょ
る
実
測
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
請
願
書
の
末
尾
に
は
同
線
建
設
の
た
め
の
詳
細
な
予
算
明
細
書
が
添

付
さ
れ
て
い
る
。
【
表
3
】
で
は
紙
幅
の
制
約
か
ら
、
、
王
要
な
項
目
・
数
値
の
み
を

示
す
に
と
ど
め
た
が
、
実
は
請
願
書
で
は
小
田
川
が
作
成
し
た
倉
吉
線
の
予
算
書

の
内
容
が
丸
ご
と
流
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
語
書
に
は
「
若
シ
官
設
鉄
道

ヲ
敷
設
ス
ル
能
ハ
ス
ト
セ
ハ
、
日
本
鉄
道
会
社
九
州
鉄
道
会
社
ノ
如
ク
、
相
当
ノ

＼
、

ノ

保
証
ヲ
与
へ
ラ
レ
ン
事
ヲ
請
願
仕
候
」
と
あ
り
、
政
府
か
ら
の
補
助
を
条
件
に
私

設
で
の
実
現
の
選
択
肢
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
小
田
川
が
作
成
し
た
詳

細
な
予
算
書
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
八
八
九
年

の
小
田
川
全
之
に
ょ
る
鳥
取
・
岡
山
両
県
を
結
ぶ
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測

量
の
{
益
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
競
合
す
る
複
数
の
路

線
の
実
地
測
量
が
、
一
人
の
技
師
に
ょ
っ
て
短
期
間
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
点
で
あ

る
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
難
工
事
が
予
想
さ
れ
る
山
間
地
域
を
主
な
路
線
と
す

る
陰
陽
連
絡
鉄
道
ゆ
え
に
、
同
時
に
複
数
の
路
線
が
実
現
す
る
こ
と
は
現
実
的
に

不
可
能
と
み
た
両
県
有
志
者
鼠
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
な
数
値
に

館
伯
巻

任
料
道
四
子
間
、
す
な
わ
ち
本
稿
で
述
べ
て
き

お
わ
り
に

【表3】<吉線の建設予算書の数値の比較(各区間ごとの数値のみ)

1小田川作成の予算書の数値②請願誓にある予算齊の数値
項目区問

(189]年2月)(1889年チ幻

予算(耗常1) 176万8000円 176万8000円
岡山~津山間

延長印動 33哩2分の 133哩2分の 1

2]0万円〒算(総ヨ" 210万円
津山倉吉問

延長印動 35哩2分の 135哩2分の 1

予算休舘" ]15万5000円 115万5000円
倉吉~米子問

延長印動 33哩4分の333哩4分の3

予算(総計) 502万3000円502万3000円
全区間

延長印圏 (記載なし)102哩4分の 3

「自岡山至津山、自津山至倉吉、自倉吉至米子、鉄道建築費予」(岡山県立記録資
「西々条郡二筥村立石家資料」)。②の出典は「山陽道岡山市ヨリ美作国津山及山陰

経テ同米子二至ル鉄道布設ノ請願」(鉄道博物館所蔵)。②の予算書は「岡山県史」 第
Q984年)に全文が翻刻・掲載されている(869~874頁)。

1の出典は
蔵・複"
国倉吉ヲ

産業・経1

、三Jし

ノ
Ξ^

L^

S で

聿あ
る

S ゜

に】



基
づ
い
て
各
計
画
の
優
劣
・
成
算
を
判
断
し
、
路
線
を
一
本
化
す
る
た
め
、
地
域

の
有
志
者
は
小
田
川
に
線
路
の
調
査
・
測
量
を
委
ね
た
。
し
か
し
、
実
測
を
行
っ

た
も
の
の
、
路
線
の
一
本
化
と
地
域
対
立
の
解
消
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
第
四
章
で
請
願
書
の
事
例
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
は
実
測
を
通
じ
て

工
費
等
の
具
体
的
な
数
値
が
現
れ
た
こ
と
に
ょ
っ
て
、
地
域
の
有
志
者
が
鉄
道
計

画
を
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
明
確
な
目
標
と
し
て
見
据
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
証
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
一
八
八
九
年
実
測
の
経
験
と
成
果
が
、
地

域
の
鉄
道
敷
設
運
動
に
い
か
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
今
後
明

、し

ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

〔
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
際
し
、
近
藤
家
の
ご
当
主
で
あ
る
近
藤
登
志
夫
氏
に
は
、
ご

所
蔵
史
料
の
利
用
・
閲
覧
を
ご
快
諾
し
て
い
だ
だ
く
な
ど
、
多
大
な
御
厚
意
を
賜

り
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
専
門
員
の
池
本
美
緒
氏
に
は
、
史
料
調

査
の
際
に
様
々
な
御
助
力
を
賜
る
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な

が
ら
心
よ
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
1
)
岡
山
県
立
巽
資
料
館
所
蔵
・
複
製
「
西
々
条
郡
二
宮
村
立
石
家
資
料
」
。

(
2
)
岡
山
県
史
編
委
員
会
編
「
岡
山
県
史
』
第
二
九
巻
産
業
・
経
済
(
一
九
八
四
年
)
五

0
 
・
五
一
頁
、
八
一
三
S
ハ
ハ
ハ
頁
。
藤
沢
晋
・
在
間
宣
久
「
中
国
鉄
道
の
雙
と
そ

の
資
本
・
営
業
の
展
開
過
程
1
私
鉄
の
設
立
・
経
営
と
そ
の
国
有
化
を
め
ぐ
る
問
題
と

し
て
1
」
(
「
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
一
第
二
八
号
、
一
九
六
九
年
)
。
在
間
宣
久

「
陰
陽
連
絡
鉄
道
と
伯
備
線
の
敷
設
」
(
倉
敷
嘉
務
黒
務
部
市
史
編
さ
ん
室
編
「
倉

敷
の
歴
史
'
眉
敷
市
史
紀
要
1
」
第
五
号
、
一
九
九
五
年
)
。
同
「
岡
山
の
鉄
道
」
(
「
高

梁
川
」
第
六
八
号
、
高
梁
川
流
域
連
盟
二
0
 
-
 
0
年
)
な
ど
。

(
3
)
小
西
伸
彦
「
み
ま
さ
か
鉄
道
も
の
が
た
り
」
(
み
ま
さ
か
口
ー
カ
ル
鉄
道
観
光
実
行
委
員

会
、
二
0
 
三
一
年
)
。
同
「
美
作
の
鉄
道
」
(
就
実
オ
ー
タ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ー
実
行
委
員

会
発
行
「
就
実
オ
ー
タ
ム
・
ア
カ
デ
ミ
ー
ニ
0
 
三
一
、
岡
山
の
鉄
道
と
旅
一
、
二
0
 
-

三
年
)
な
ど
。

(
4
)
日
本
国
有
鉄
道
編
「
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
三
巻
(
一
九
七
一
年
)
六
八
五
・
六

八
六
頁
。
津
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
津
山
市
史
」
第
六
巻
現
代
1
 
(
一
九
八
0

年
)
二
五
二
頁
。
「
岡
山
県
史
一
第
一
 
0
巻
近
代
一
(
一
九
八
五
年
)
六
三
頁
。
小

西
前
掲
「
み
ま
さ
か
鉄
道
も
の
が
た
り
』
一
六
一
頁
。

(
5
)
鉄
道
事
業
に
お
け
る
線
路
実
測
の
過
程
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、
宇
田
正
氏
が

「
明
治
中
期
一
地
方
鉄
道
計
画
に
か
か
る
路
線
調
査
と
そ
の
北
昌
1
和
野
線
関
係
実

地
測
呈
を
め
ぐ
つ
て
1
」
(
宇
田
正
「
近
代
日
本
と
鉄
道
史
の
展
開
』
、
日
本
経
済
需

社
・
一
九
九
五
年
)
に
お
い
て
、
地
元
有
志
者
と
技
師
と
の
問
の
請
負
契
約
の
実
態
を

詳
細
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(
6
)
「
日
本
人
名
大
事
典
」
(
新
撰
大
人
名
辞
典
)
第
一
巻
(
一
九
七
九
年
覆
刻
、
平
凡
社
)
、

「
静
岡
県
歴
史
人
物
事
典
』
(
静
岡
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
)
、
「
近
代
日
本
士
木
人
物
事

典
」
(
鹿
島
出
版
会
、
二
0
 
一
三
年
)
な
ど
。
ま
た
、
小
田
川
全
之
は
、
明
治
後
期
に
銅

の
製
錬
技
術
を
学
び
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
際
、
同
国
で
提
唱
さ
れ
て
い
た
「
m
鎮
昌

子
m
二
の
理
念
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
「
安
全
専
こ
と
し
て
足
尾
銅
山
の
従
事
者

に
実
践
さ
せ
る
な
ど
、
産
業
安
全
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る

(
斉
藤
信
吾
「
産
業
安
全
運
動
一
 
0
0
年
の
歴
史
」
、
「
予
防
時
報
」
二
四
四
号
、
日
本

損
害
保
険
協
会
・
一
る
三
年
)
。

(
7
)
日
本
建
築
学
会
編
「
近
代
日
本
建
築
学
発
達
史
上
』
(
二
0
0
一
年
、
文
生
書
院
よ
り

復
刻
)
六
四
七
S
六
五
0
頁
。

(
8
)
「
朝
日
新
聞
」
一
八
八
七
年
九
月
二
二
日
「
有
限
責
任
帝
国
工
業
会
社
株
式
募
集
広
告
」
。

(
9
)
「
鳥
取
新
聞
』
一
八
八
九
年
七
月
二
六
日
「
伯
州
大
懇
親
会
」
。
「
山
陰
新
聞
」
一
ハ
ハ

九
年
七
月
二
七
日
「
伯
州
有
志
懇
親
会
の
結
果
」
。

(
W
)
日
野
町
篇
委
員
会
編
「
日
野
町
茎
日
野
町
、
一
九
七
0
年
)
一
九
二
S
二
0
八

頁
。
新
日
本
海
新
聞
社
鳥
取
県
大
百
科
事
典
編
集
委
員
会
編
「
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』

(
一
九
八
四
年
)
三
三
九
頁
。

(
Ⅱ
)
近
藤
家
文
霄
の
鳥
取
県
立
公
文
書
館
で
の
「
一
時
預
か
り
」
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
伊

藤
康
「
近
藤
家
文
審
「
一
時
預
か
り
」
の
事
情
1
鳥
取
県
西
部
地
震
の
頃
を
回
想
す

る
1
」
(
「
鳥
取
県
立
公
文
書
館
研
究
紀
要
」
第
七
号
、
鳥
取
県
立
公
文
書
館
・
一
る
一

二
年
)
を
姦

年
の
陰
陽
連
絡
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

河
ム
口
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明
治
年
の
陰
陽
篇
鉄
道
線
路
の
実
地
測
量
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
鳥
取
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
沼
本
龍
)

い

(
口
)
『
山
陰
新
聞
」
一
八
八
九
年
八
月
四
日
「
日
野
郡
懇
親
会
」
。

(
B
)
『
鳥
取
県
職
員
録
(
明
治
二
二
年
九
月
一
五
日
調
)
」
(
鳥
取
県
、
一
八
八
九
年
一
0
月
)

七
五
頁
。

(
N
)
『
山
陽
新
報
」
一
八
八
九
年
六
月
一
六
日
「
大
坂
商
船
会
社
」
。

(
巧
)
『
山
陰
新
聞
」
一
八
八
九
年
六
月
一
三
日
「
米
子
玉
島
間
鉄
道
敷
設
の
計
画
」
。

(
玲
)
『
山
陰
新
聞
』
一
八
八
九
年
七
月
二
七
日
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」
。

(
U
 
前
掲
「
伯
州
有
憲
親
会
の
結
果
」
。

(
玲
)
『
日
野
郡
史
」
下
巻
(
日
野
郡
自
治
協
会
発
行
、
一
九
二
六
年
)
は
、
日
野
郡
で
の
鉄

道
問
題
の
始
ま
り
は
、
一
八
九
一
年
頃
か
ら
始
ま
る
中
国
鉄
道
株
式
会
社
に
ょ
る
「
米

津
竺
岡
山
S
津
山
S
四
十
曲
峠
S
根
雨
、
米
子
間
)
の
計
画
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
後
「
倉
敷
線
」
(
倉
敷
S
新
見
工
石
見
S
黒
坂
S
二
部
S
米
子
間
)
の
計

画
が
も
た
ら
さ
れ
、
鉄
道
を
め
ぐ
つ
て
郡
内
が
二
派
に
分
裂
し
た
と
述
べ
て
い
る
(
二

四
六
九
S
二
四
七
0
頁
)
。
し
か
し
、
同
郡
で
の
敷
設
運
動
は
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る

よ
う
に
一
八
八
九
年
か
ら
既
に
見
ら
れ
る
。

(
玲
)
篠
野
が
旧
岡
山
藩
士
で
あ
る
こ
と
は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
・
池
田
家
文
庫
D

三
1
 
三
三
二
〔
先
祖
並
御
奉
公
之
品
書
上
(
篠
野
憲
令
)
〕
で
確
認
し
た
。

⑳
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
七
月
三
日
「
鉄
道
誤
」

(
毅
)
『
山
陽
新
報
』
一
九
三
四
年
三
月
二
四
S
二
七
日
(
四
回
連
載
)
「
沿
革
史
」
に
つ

い
て
は
、
小
西
伸
彦
氏
が
前
掲
『
み
ま
さ
か
鉄
道
も
の
が
た
り
一
に
お
い
て
概
要
を
紹

介
し
て
い
る
(
一
六
0
 
・
一
六
一
頁
)
。

(
訟
)
事
務
所
は
津
山
町
二
階
町
の
矢
吹
貫
一
(
津
山
町
議
)
の
別
邸
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
る

(
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
九
月
七
日
「
鉄
道
布
設
事
務
所
」
)
。

(
鈴
)
前
掲
「
有
限
責
任
帝
国
工
業
会
社
株
式
募
集
広
告
」
。

玉
)
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
九
月
二
百
「
技
師
」
。

(
部
)
『
山
陽
新
報
」
一
八
八
九
年
九
月
一
七
日
「
鉄
道
線
路
の
予
測
」
。

(
鈴
)
『
羽
合
町
史
(
輪
)
』
(
羽
合
町
教
育
委
員
会
、
九
七
六
年
)
五
三
貢
。

牙
)
『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
一
0
月
日
「
山
陰
山
陽
連
接
鉄
道
」
。
「
山
陽
新
報
』

一
八
八
九
年
一
 
0
月
三
二
日
「
連
接
鉄
道
の
測
量
」
。

(
器
)
前
掲
「
岡
山
及
玉
島
の
鉄
道
有
志
者
」

西
)
『
山
陰
新
聞
一
一
八
八
九
年
三
月
百
「
伯
州
根
雨
通
信
含
干
日
発
)
」
。

(
釦
)
『
山
陰
新
聞
』
八
八
九
年
三
月
一
0
日
「
備
伯
鉄
道
の
資
本
金
」
。
一
鳥
取
新
聞
』

(
迅

(
契

(
3
)

(
迅

一
八
八
九
年
一
一
月
二
百
「
備
伯
鉄
道
」
。

『
山
陽
新
報
』
一
八
八
九
年
三
旦
二
日
「
備
伯
鉄
道
」
。

『
山
陰
新
聞
』
一
八
八
九
年
一
0
月
九
日
「
鉄
道
設
喪
議
書
」
。

前
掲
「
山
陰
山
陽
連
接
鉄
道
」
。
前
掲
「
伯
州
根
雨
通
信
会
千
日
発
)

前
掲
「
伯
州
根
雨
通
信
会
干
日
発
)
」
。
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Practical surveys about san'in
22th year of Meiji(1朋9)
Odagawa masayuki and

Prefectures

〔A b s tr a c u

Centering about san'in -san'yo rail、uay beNeen Tott01'i prefecture and okayama prefed山'e,

"Nihonkokuyu Tetsudou Hyakunenshi","okayama Kenshi",and the like indicated a fact that

a civil engineer odagawa masayuki made a suNey of l'ai11'oads in the 22th year of Meiji (1889)

BUI, detaⅡS remain 山〕explained. Then, The objed of this paper is making clear the adual

Con(1ition of S山气,ey by odagawa, using old historical documents of lhe Kondo falnily (Hino-

Cho town, Toltori-prefecture).

NUMOTO Ryu

(Historiographical 0缶Ce, Matsue ciw)

-san'yo railway in the

: a civil engineer
Tottori, okayama

.

reglon

Keyw01'ds : san'in -san'y0 1'ail、vay, odagawa Masayuki, Tottori-prefed山'e, okayalna-prefecture,

Pradical suNey of railways
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年
の
陰
陽
迎
翻
嘉
路
の
実
地
型
に
つ
い
て
1
技
師
・
小
田
川
全
之
と
叢
・
岡
山
両
県
地
域
1
 
(
染
龍
)

月
冶


